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藤

本

ニイ

文

門
要
約
】
　
本
稿
は
、
元
禄
三
（
～
六
九
〇
）
年
成
立
の
京
都
大
名
火
消
の
分
析
を
通
し
て
、
畿
内
近
国
地
域
の
大
名
が
当
該
地
域
の
支
配
に
果
た
し
た
役

割
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
制
度
の
実
際
の
活
動
は
京
都
所
司
代
ら
の
指
揮
下
に
入
る
も
の
の
、
任
命
等
の
制
度
的
手
続
き
は
、
江
戸
に
お
い

て
将
軍
・
老
中
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
担
惑
す
る
大
名
に
関
し
て
は
、
享
保
七
（
一
七
工
二
）
年
以
前
は
外
様
大
名
を
含
め
て
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
以

降
は
周
辺
の
譜
代
大
名
の
み
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
譜
代
四
藩
の
う
ち
在
國
定
評
が
半
年
聞
ず
つ
交
替
で
京
風
の
月
番
を
勤
め
、
ま
た
、

当
番
・
非
番
に
か
か
わ
ら
ず
、
京
都
が
大
火
で
あ
れ
ば
各
城
下
か
ら
火
消
部
隊
が
出
動
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
名
火
消
制
度
は
軍
役
で
あ

り
、
火
消
の
み
な
ら
ず
、
特
に
禁
裏
の
軍
事
防
衛
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
た
。
ま
た
、
本
制
度
の
改
変
は
、
当
該
期
に
展
開
さ
れ
た
上
方
支
配
機
構
の

制
度
改
革
の
一
環
で
あ
り
、
民
政
同
様
、
軍
政
面
に
お
い
て
も
直
轄
化
・
制
度
化
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
　
史
林
　
八
八
巻
二
号
　
一
一
〇
〇
五
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
江
戸
時
代
、
畿
内
近
国
地
域
に
は
、
幕
府
（
町
奉
行
所
）
と
個
別
領
主
の
二
元
的
支
配
が
展
開
し
て
お
り
、
安
岡
重
明
氏
以
来
、
多
く
の
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

者
が
こ
の
両
者
の
関
係
の
解
明
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
中
で
も
最
も
包
括
的
な
成
果
と
い
え
る
の
が
、
藪
田
貫
氏
の
「
支
配
国
」
論
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

近
年
、
村
田
路
人
・
岩
城
卓
二
氏
が
用
聞
・
用
達
の
、
熊
谷
光
子
氏
が
在
地
代
官
の
役
罰
を
明
ら
か
に
し
、
領
主
制
に
注
目
し
つ
つ
、
こ
の

「
支
配
国
」
論
を
深
化
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
諸
氏
の
研
究
が
分
散
所
領
・
幕
府
領
を
分
析
対
象
と
し
て
お
り
、
ま
と
ま
っ
た
所
領
を
持
つ
大
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⑤

名
馬
に
つ
い
て
は
、
課
題
を
残
し
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
尼
崎
藩
は
他
の
個
別
領
主
と
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

し
て
幕
府
広
域
支
配
権
の
浸
透
度
が
低
く
、
独
自
の
経
済
政
策
が
展
開
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
か
っ
て
の
八
木
哲
浩
氏
の
指
摘
を
改
め
て
議
論

に
組
み
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
研
究
蓄
積
に
よ
り
、
両
者
の
関
係
の
具
体
像
が
捉
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の

視
角
で
は
、
大
名
の
個
別
領
主
と
し
て
の
側
面
の
み
が
分
析
対
象
と
さ
れ
る
た
め
、
幕
府
の
広
域
支
配
権
に
対
幽
す
る
像
が
強
調
さ
れ
が
ち
で

あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
状
況
に
新
し
い
視
角
を
提
示
し
た
の
が
、
水
本
邦
彦
氏
で
あ
る
。
水
本
氏
は
、
村
に
領
王
と
は
全
く
関
係
の
な
い
他
藩

の
侍
が
日
常
的
に
入
っ
て
く
る
事
実
に
注
目
し
、
畿
内
近
国
の
大
名
が
土
砂
留
と
呼
ば
れ
る
砂
防
工
事
を
他
領
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
担
当
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
大
名
を
こ
の
地
域
の
広
域
支
配
の
担
い
手
と
し
て
位
置
付
け
た
。
岩
城
氏
は
、
こ
の
視
点
を
受
け
継
ぎ
、
尼
崎
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

岸
和
田
藩
に
よ
る
大
坂
守
衛
を
取
上
げ
、
軍
事
力
の
面
か
ら
、
畿
内
近
国
に
お
け
る
大
名
の
存
在
意
義
を
指
摘
し
た
。

　
両
氏
の
よ
う
な
、
畿
内
近
国
大
名
の
積
極
的
位
置
付
け
を
行
な
う
た
め
の
一
つ
の
論
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
が
、
京
都
大
名
火
消
で

　
⑨
あ
る
。
京
都
に
お
け
る
大
名
火
消
は
元
禄
三
（
一
六
九
〇
）
年
に
畿
内
近
國
小
藩
で
勤
め
る
京
都
火
消
御
番
と
し
て
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
二
度

の
制
度
改
革
を
経
て
、
享
保
七
（
～
七
二
；
年
に
膳
所
・
淀
・
亀
山
・
郡
山
藩
の
四
隣
で
勤
め
る
京
都
火
消
役
と
し
て
確
立
す
る
制
度
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
。
こ
の
京
都
大
名
火
消
に
つ
い
て
は
、
樋
仁
座
・
安
国
良
～
・
針
谷
武
志
・
横
田
冬
彦
氏
に
よ
っ
て
、
部
分
的
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
そ
の
制
度
全
体
を
包
括
的
に
分
析
し
た
も
の
は
存
在
せ
ず
、
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
も
い
ま
だ
未
解
明
な
点
が
多
く
、
検
討
の
余
地

を
残
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
こ
の
京
都
大
名
火
消
の
制
度
的
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
分
析
を
通
し
て
当
該
地
域
に
お

け
る
大
名
の
存
在
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
を
第
～
の
課
題
と
す
る
。
ま
た
元
禄
～
享
保
期
は
上
方
支
配
機
構
の
転
換
期
に
あ
た
り
、
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
享
保
七
年
は
「
国
分
け
」
を
は
じ
め
と
す
る
重
要
な
制
度
的
改
変
が
集
中
的
に
行
な
わ
れ
た
年
に
あ
た
る
。
大
名
火
消
制
度
の
改
変
も
、
こ

の
一
連
の
改
革
の
～
環
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
制
度
の
分
析
を
逓
し
て
、
当
該
期
に
展
開
さ
れ
た
上
方
支
配
機
構
の
制
度
的

改
変
の
特
質
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
示
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
を
第
二
の
課
題
と
す
る
。

　
な
お
、
京
都
大
名
火
消
の
語
は
総
称
と
し
て
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
史
料
上
で
は
「
京
都
火
消
」
と
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
担
当
大

35（ユ99）



名
、
任
務
等
が
異
な
り
、
ま
た
同
時
期
に
二
つ
の
大
名
火
消
が
併
存
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
制
度
的
に
区
別
す
る
必
要
も
あ
る
。
よ
っ
て
、

す
で
に
先
行
研
究
で
使
用
さ
れ
て
い
る
、
元
禄
三
年
成
立
の
京
都
火
消
御
番
、
宝
永
六
（
一
七
〇
八
）
年
成
立
の
京
都
常
火
消
と
禁
裏
御
所
方

火
消
、
享
保
七
年
成
立
の
京
都
火
消
役
の
名
称
を
使
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
本
稿
は
史
料
の
残
存
状
況
な
ど
か
ら
、
享
保
七
年
以
降
の

譜
代
四
藩
が
勤
め
る
京
都
火
消
役
を
分
析
の
申
心
と
す
る
。

36　（200）

①
安
岡
重
明
「
近
畿
に
お
け
る
封
建
支
配
の
性
格
i
非
領
国
に
関
す
る
覚
轡

　
i
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
隔
二
二
、
一
九
五
八
、
後
に
円
明
日
本
封
建
経
済
政
策
史

　
論
輪
、
大
阪
大
学
経
済
学
部
社
会
経
済
研
究
室
、
一
九
五
九
に
収
録
、
増
補
版
は

　
晃
洋
害
房
、
一
九
八
五
）
、
八
木
哲
浩
「
大
坂
周
辺
の
所
領
配
置
に
つ
い
て
」

　
（
『
日
本
歴
史
』
二
三
一
、
一
九
六
七
）
、
同
門
幕
府
領
国
と
尼
崎
藩
」
（
『
地
域
史

　
研
究
－
尼
崎
衛
立
地
域
研
究
史
料
館
紀
要
一
瞼
～
四
－
三
、
～
九
八
五
）
、

　
『
尼
崎
市
史
幅
【
一
（
門
尼
崎
市
役
所
、
　
一
九
六
八
）
第
五
章
・
第
一
～
六
胱
即
、
卵
数
m
田
貫

　
「
近
世
畿
内
所
領
構
成
の
特
質
」
（
欄
ヒ
ス
ト
リ
ア
輪
七
三
、
一
九
七
六
）
、
同

　
讐
摂
河
支
配
国
」
論
一
日
本
近
世
に
お
け
る
地
域
と
構
成
1
（
脇
田
修
編

　
『
近
世
大
坂
地
域
の
史
的
分
析
』
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
○
）
、
水
本
邦
彦

　
「
畿
内
・
近
国
社
会
と
近
世
蟹
田
制
扁
（
同
『
近
世
の
郷
村
自
治
と
行
政
隔
第
九

　
章
、
東
京
大
学
出
版
会
、
～
九
九
三
）

②
前
掲
藪
田
論
文
（
「
「
摂
河
支
配
国
」
論
」
）
。

③
村
田
路
人
糊
近
世
広
域
支
配
の
研
究
輪
（
大
阪
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
）
、
岩

　
城
卓
二
「
大
坂
町
奉
行
所
と
用
達
扁
（
『
日
本
史
研
究
隔
三
四
九
、
一
九
九
一
）
、

　
同
「
近
世
村
落
の
展
開
と
支
配
構
造
一
「
支
配
圏
」
に
お
け
る
用
達
を
中
心
に

　
一
」
（
同
前
三
五
五
、
一
九
九
二
）
。

④
熊
谷
光
子
「
大
坂
町
奉
行
所
へ
の
諸
届
け
と
「
等
々
」
」
（
同
前
四
二
～
、
～
九

　
九
七
）
、
同
門
畿
内
・
近
国
の
旗
本
知
行
所
と
在
地
代
銀
扁
（
同
前
四
二
八
、
一
九

　
九
八
）
。

⑤
岩
城
卓
二
「
幕
府
畿
内
・
近
国
支
配
に
お
け
る
譜
代
大
名
の
役
割
一
摂
津
国

　
尼
崎
藩
と
和
泉
国
岸
和
田
藩
を
中
心
に
一
」
（
『
歴
史
研
究
』
三
五
、
大
阪
教
育

　
大
学
歴
史
研
究
室
、
一
九
九
八
）
、
同
門
畿
内
・
近
国
支
配
論
に
お
け
る
尼
崎
藩

　
研
究
の
意
義
扁
、
横
田
冬
彦
「
「
非
領
国
輪
に
お
け
る
譜
代
大
名
」
（
欄
地
域
史
研
究

　
－
尼
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館
紀
要
－
幅
二
九
一
二
、
二
〇
〇
〇
）
。

⑥
前
掲
八
木
論
文
、
『
尼
崎
市
史
駄
二
第
五
章
第
四
・
六
節
。

⑦
水
本
邦
彦
「
土
砂
留
役
人
と
農
民
」
（
咽
史
林
臨
六
四
－
五
、
一
九
八
一
、
後
に

　
同
『
近
世
の
村
社
会
と
国
家
幅
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
に
収
録
）
、
同

　
「
近
世
の
奉
行
と
領
主
」
（
注
①
同
等
第
八
章
）
。

⑧
前
掲
岩
城
論
文
注
⑤
。
以
下
、
前
掲
岩
城
論
文
と
表
記
し
た
場
合
は
注
⑤
を
指

　
す
こ
と
と
す
る
。

⑨
前
掲
岩
城
論
文
｝
三
二
頁
、
前
掲
横
田
論
文
六
六
～
六
九
頁
。

⑩
樋
爪
修
「
江
戸
時
代
の
京
都
大
名
火
消
i
膳
所
藩
を
例
と
し
て
…
」
（
『
近

　
江
地
方
史
研
究
臨
二
七
、
一
九
九
二
）
、
安
国
良
一
「
京
都
天
明
大
火
研
究
序
説
」

　
（
『
日
本
史
研
究
』
四
　
二
、
一
九
九
六
）
、
針
谷
武
志
「
軍
都
と
し
て
の
江
戸
と

そ
の
終
焉
i
参
勤
交
代
制
と
江
錫
番
患
（
咽
関
東
電
量
饗
四
二
、

　
一
九
九
八
）
、
前
掲
横
田
論
文
、
こ
の
他
『
京
都
の
歴
史
二
五
（
京
都
布
史
編
纂

　
所
、
一
九
七
九
）
に
若
干
記
述
が
あ
る
。
ま
た
特
に
郡
山
藩
に
関
し
て
、
『
国
史

　
大
辞
典
輪
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
）
、
騨
竹
叢
大
事
典
睡
五
（
雄
山
閤
出
版
、

　
一
九
八
九
）
、
『
大
和
郡
山
市
面
罵
（
柳
沢
文
庫
専
門
委
員
会
、
一
九
六
六
）
、
『
奈

　
良
市
史
隔
通
史
編
三
（
奈
良
市
史
編
集
審
議
会
、
一
九
八
八
）
に
若
干
の
記
述
が

　
あ
る
。



⑪
村
田
氏
が
包
括
的
な
整
理
を
行
っ
て
い
る
（
村
田
路
人
「
暮
府
上
方
支
配
機
構

　
の
再
編
」
（
大
石
学
編
唄
錫
本
の
時
代
史
一
六
　
享
保
改
革
と
社
会
変
容
睡
、
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
三
）
）
。

近世京都大名火消の基礎的考察（藤本）

第
一
章
　
京
都
大
名
火
消
の
成
立
と
変
遷

　
本
章
で
は
、
享
保
七
（
一
七
二
；
年
京
都
火
消
役
設
立
に
至
る
ま
で
の
京
都
大
名
火
消
の
成
立
と
変
遷
に
つ
い
て
、
前
掲
の
樋
爪
・
横
田

両
氏
の
分
析
を
踏
ま
え
、
新
た
に
明
ら
か
に
し
た
点
を
補
足
し
な
が
ら
、
概
観
し
て
お
く
。
ま
ず
、
元
禄
三
（
一
六
九
〇
）
年
ま
で
は
、
京
都

に
お
け
る
大
名
火
消
は
制
度
と
し
て
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
淀
・
高
槻
・
膳
所
藩
が
承
応
二
（
一
六
五
三
）
～
延
宝
四

（～

Z
七
七
）
年
ま
で
の
数
度
の
火
災
に
城
下
か
ら
出
動
し
、
消
火
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
延
宝
期
の
御
所
造
営
を
担
当
し
た
岡
山
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
、
造
営
中
も
度
重
な
る
火
災
に
見
ま
わ
れ
、
自
身
が
消
火
活
動
に
も
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
延
宝
二
～
五
年
の

御
所
造
営
中
、
膳
所
藩
は
火
消
番
を
勤
め
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
元
禄
三
年
ま
で
は
、
大
火
時
に
は
周
辺
の
譜
代
藩
が
駈
け
付
け
、
ま
た
は
特

定
期
間
中
臨
時
に
火
消
番
に
任
命
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
元
禄
三
年
、
京
都
火
消
御
薄
が
設
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
丹
波
・
大
和
・
近
江
の
外
様
小
藩
が
、
九
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
冬
季
に
、
順
番

に
京
都
に
詰
め
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
柳
本
藩
は
、
元
禄
五
・
＝
二
年
に
当
番
を
勤
め
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
老
中
連
署
奉
書
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

任
命
さ
れ
、
所
司
代
の
指
示
を
仰
い
で
勤
め
る
様
に
申
し
付
け
ら
れ
た
。
綾
部
藩
も
同
様
で
あ
り
、
元
禄
六
年
、
月
番
老
中
戸
田
忠
真
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

「
京
都
火
消
役
儀
被
仰
付
候
段
、
御
奉
書
ヲ
属
島
仰
出
」
て
い
る
。
ま
た
、
二
条
御
蔵
か
ら
、
当
番
を
勤
め
る
大
名
に
三
百
人
扶
持
が
、
「
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

消
屋
敷
留
守
居
小
嶋
清
兵
衛
」
に
役
料
と
し
て
五
号
弐
人
扶
持
が
、
そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ
れ
た
。
火
消
屋
敷
と
は
、
大
名
火
消
が
拠
点
に
し
た
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

敷
と
考
え
ら
れ
、
元
禄
三
年
の
勘
定
所
の
支
出
項
目
に
そ
の
建
設
費
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
宝
永
三
（
一
七
〇
六
）
年
に
一
旦
廃

止
さ
れ
、
京
都
所
司
代
の
兼
務
と
な
る
が
、
同
五
年
五
月
の
京
都
大
火
、
禁
裏
延
焼
に
よ
り
、
翌
六
年
に
大
幅
な
制
度
改
革
が
行
わ
れ
、
二
つ

の
大
名
火
消
が
設
け
ら
れ
る
。
～
つ
は
京
都
火
消
御
番
を
通
年
化
し
、
三
月
、
九
月
を
交
代
時
期
と
し
二
藩
が
半
年
間
ず
つ
勤
め
る
京
都
常
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（
定
）
火
消
で
あ
る
。
京
都
火
消
御
番
を
勤
め
た
藩
に
加
え
て
摂
津
国
西
代
・
麻
田
藩
、
河
内
圏
狭
山
藩
も
勤
め
た
。
正
徳
元
（
一
七
＝
）
年

九
月
～
同
二
年
二
月
、
享
保
元
年
九
月
～
同
二
年
二
月
の
当
番
の
柳
本
藩
、
享
保
四
年
九
月
～
同
五
年
二
月
の
当
番
の
綾
部
藩
は
い
ず
れ
も
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

中
奉
書
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
京
都
常
火
消
は
京
都
町
火
消
と
も
呼
ば
れ
、
町
方
を
担
当
区
域
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
正
徳
五
年
三
月
～
九
月
、
小
室
藩
が
常
火
消
の
当
番
を
勤
め
た
際
の
状
況
を
簡
単
に
見
て
お
く
。
小
室
藩
は
、
二
月
二
九
B
に
麻
田
藩
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

当
番
を
引
継
ぎ
、
河
原
町
三
本
木
の
火
消
屋
敷
に
入
り
、
所
司
代
に
挨
拶
と
伺
い
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
伺
い
の
一
つ
に
、
「
養
源
院
・
知

恩
院
・
南
禅
寺
此
三
ケ
所
ハ
、
洛
外
な
か
ら
近
辺
火
事
之
節
自
分
も
漁
労
候
段
先
役
6
申
繋
舟
、
い
か
か
可
致
と
承
候
ヘ
ハ
、
前
々
腎
虚
可
有

心
得
錦
帯
仰
候
」
と
あ
り
、
担
当
範
囲
の
洛
中
に
加
え
て
、
洛
外
で
は
あ
る
も
の
の
養
源
院
・
知
恩
院
・
南
禅
寺
近
辺
火
災
時
の
出
動
も
任
務

と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
「
前
々
よ
り
火
消
御
役
甘
葛
勤
候
衆
中
、
禁
裏
　
法
皇
御
庭
見
分
仕
来
候
」
た
め
、
禁
裏
附
の
案
内
で
紫
農
殿
・
清

涼
殿
な
ど
を
見
分
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
万
一
非
常
群
言
之
為
」
で
あ
り
、
後
述
す
る
禁
裏
御
所
方
火
消
が
設
け
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
御
所
消
防
も
常
火
消
の
任
務
で
あ
っ
た
。
二
条
城
消
防
に
関
し
て
は
、
「
二
条
城
辺
万
一
非
常
之
節
の
た
め
、
兼
而
土
井
豊
前
（
利
良
）

殿
へ
判
鑑
札
さ
し
遣
置
」
と
入
城
の
際
必
要
な
判
鑑
が
大
番
頭
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
御
蔵
奉
行
か
ら
「
今
月
・
来
月
分
の
扶
持
興

米
」
と
し
て
、
三
百
人
扶
持
の
ニ
ケ
月
分
に
相
当
す
る
、
米
八
七
石
を
受
取
り
、
以
降
も
同
様
に
支
給
さ
れ
た
。
当
番
交
代
に
関
し
て
、
小
室

藩
は
、
江
戸
留
守
居
よ
り
後
任
に
大
溝
藩
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
の
通
達
を
受
け
た
た
め
、
江
戸
へ
の
交
代
の
御
礼
と
参
勤
交
代
の
時
節
伺
に
つ

い
て
規
定
通
り
所
司
代
に
指
示
を
仰
い
だ
。
記
述
さ
れ
て
い
る
先
例
が
興
味
深
い
の
で
見
て
お
こ
う
。
西
代
・
園
部
両
藩
が
交
代
の
た
め
、
所

司
代
松
平
信
庸
に
対
し
江
戸
へ
の
御
礼
と
伺
い
に
つ
い
て
指
示
を
仰
い
だ
が
、
所
司
代
か
ら
の
指
示
は
「
未
江
戸
台
御
薪
右
傾
置
薬
問
、
江
戸

へ
之
町
議
少
々
腰
差
雷
干
様
二
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
四
、
五
日
後
、
「
代
り
被
仰
付
議
義
、
御
継
飛
脚
こ
て
伸
来
候
」
た
め
、
先
日
尋

ね
が
あ
っ
た
江
戸
へ
の
御
礼
と
伺
い
に
つ
い
て
指
示
し
た
。
以
上
の
事
例
か
ら
、
大
名
火
消
の
任
命
は
江
芦
で
老
中
奉
書
に
よ
り
行
な
わ
れ
、

所
司
代
は
そ
の
報
告
を
受
け
る
の
み
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
常
火
消
と
併
存
す
る
形
で
、
御
所
を
担
当
と
す
る
禁
裏
御
所
方
火
消
が
薪
た
に
制
度
化
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
淀
・
膳
所
・
郡
山
・
亀
山
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近世京都大名火消の基礎的考察（藤本）

の
譜
代
四
藩
が
任
命
さ
れ
、
江
戸
参
勤
し
て
い
な
い
二
藩
が
半
年
交
替
で
勤
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
当
番
の
藩
は
、
郡
山
藩
の
場
合
、
騎

馬
一
〇
騎
、
足
軽
六
〇
人
を
、
他
三
蹟
の
場
合
は
、
騎
馬
八
騎
、
足
軽
五
〇
人
を
、
そ
し
て
こ
れ
に
応
じ
た
人
数
の
中
間
を
そ
れ
ぞ
れ
京
都
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

敷
に
常
置
さ
せ
る
こ
と
を
申
し
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
屋
敷
に
つ
い
て
は
所
司
代
松
平
信
庸
に
尋
ね
る
よ
う
に
申
し
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

老
中
に
よ
っ
て
こ
の
申
渡
し
が
な
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
さ
ら
に
、
享
保
七
年
二
月
、
大
名
火
消
制
度
は
再
び
改
定
さ
れ
る
。
老
中
水
野
忠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

之
に
禁
裏
御
所
方
火
消
四
藩
の
江
戸
留
守
居
が
呼
ば
れ
、
洛
中
の
火
消
も
担
当
す
る
こ
と
が
申
渡
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
改
革
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
洛
中
の
火
消
を
担
当
し
て
い
た
常
火
消
は
廃
止
さ
れ
、
こ
こ
に
淀
・
膳
所
・
郡
山
・
亀
山
の
譜
代
四
藩
で
京
都
の
火
消
を
勤
め
る
京
都
火
消

役
が
成
立
す
る
。
京
都
大
名
火
消
制
度
は
、
元
禄
三
年
に
開
始
さ
れ
、
宝
永
三
、
六
年
の
制
度
改
革
を
経
て
、
享
保
七
年
、
こ
の
京
都
火
消
役

成
立
を
も
っ
て
確
立
す
る
。
ま
た
後
に
、
こ
の
四
藩
の
内
で
免
除
さ
れ
る
藩
が
存
在
し
た
場
合
は
、
高
槻
・
篠
山
藩
が
代
行
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
本
章
で
は
、
享
保
七
年
ま
で
の
京
都
大
名
火
消
の
成
立
と
変
遷
を
見
て
き
た
が
、
新
た
に
本
制
度
の
任
命
が
老
中
奉
書
、
ま
た
制
度
改
革
が

老
中
の
申
渡
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
点
は
、
本
制
度
を
分
析
す
る
際
、
江
戸
の
将
軍
・
老
中
が
掌
握
し
て
い

る
権
限
と
、
京
都
所
司
代
が
持
つ
権
限
と
を
明
確
に
区
別
す
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
こ
の
区
別
は
全
く
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
が
、
次
章
以
下
の
論
で
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
両
者
を
区
別
す
る
視
点
を
導
入
し
て
は
じ
め
て
、
制
度
運
用
の
実
像
に
迫
り
う

る
と
思
わ
れ
る
。
次
章
で
は
、
こ
の
視
点
を
含
み
つ
つ
、
享
保
七
年
成
立
の
京
都
火
消
役
を
分
析
し
て
ゆ
き
た
い
。

①
野
村
玄
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
「
延
宝
弐
寅
ノ
年
歴
二
六
午
ノ
年
迄
禁
中
薪
院

　
御
普
請
御
手
伝
留
帳
」
（
諸
山
大
学
附
属
図
書
館
簡
潔
家
文
庫
所
蔵
）
。

②
『
柳
本
織
田
家
記
録
』
（
秋
永
政
孝
編
、
一
九
七
四
）
六
八
・
七
〇
頁
。

③
「
役
所
日
記
書
抜
」
（
隅
綾
部
市
史
徳
史
料
編
、
綾
部
市
史
編
纂
委
員
会
、
一
九

　
七
七
）
二
〇
頁
。

④
門
元
禄
覚
轡
扁
（
『
新
撰
京
都
叢
書
輪
一
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
五
）
八
五
頁
。

⑤
「
京
都
覚
書
扁
（
魍
目
本
都
市
生
活
史
料
集
成
藁
三
都
篇
一
、
学
習
研
究
社
、

　
一
九
七
七
）
二
四
〇
・
二
四
一
頁
。

⑥
大
野
瑞
男
「
元
禄
期
に
お
け
る
幕
府
財
政
」
（
『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
二
二
、

　
一
九
八
五
、
後
に
同
著
『
江
戸
幕
府
財
政
史
論
嚇
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
に

　
収
録
）
二
四
　
二
・
二
四
九
頁
、
な
お
本
屋
敷
の
場
所
は
、
史
料
と
地
図
の
双
方
に

　
お
い
て
も
確
認
で
き
て
い
な
い
。

⑦
『
柳
本
織
田
家
記
録
』
八
八
・
八
九
頁
、
「
役
所
日
記
書
抜
」
（
『
綾
部
市
史
隔

　
史
料
編
）
一
四
四
頁
、
『
月
堂
見
聞
集
難
中
（
『
続
日
本
随
筆
大
成
隔
別
巻
近
世
風

　
俗
見
聞
集
三
）
一
四
八
頁
。

⑧
「
京
都
火
消
勤
役
中
目
記
」
（
「
佐
治
丁
田
所
蔵
文
書
」
、
滋
賀
県
立
図
書
館
写
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真
版
）
、
史
料
の
所
在
に
つ
い
て
は
岩
城
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
以
下
の
分
析
は

　
特
に
注
記
し
な
い
限
り
、
本
史
料
を
使
用
し
た
。

⑨
地
図
に
つ
い
て
は
、
「
大
塚
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）

　
を
使
用
し
た
。
本
屋
敷
に
つ
い
て
は
、
宝
永
六
年
作
成
の
地
図
（
噸
京
都
図
総
目

　
録
睡
番
号
四
三
～
四
六
）
で
は
、
記
載
が
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
、
さ
ら
に
貼
り

　
紙
で
配
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
混
在
し
て
い
る
。
正
徳
五
年
の
地
図
（
番
号
五

　
一
・
五
二
）
で
は
記
載
が
あ
り
、
享
保
八
年
の
地
図
（
番
号
五
六
）
で
は
、
「
九

　
条
殿
屋
敷
」
と
埋
木
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
火
消
歴
敷
に
は
火
の
見
櫓
も
描

　
か
れ
て
い
る
。

⑩
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
撫
上
（
門
清
文
堂
史
料
叢
書
第
五
刊
臨
、
一
九
七

　
＝
一
）
　
一
～
五
頁
。

⑪
前
掲
樋
爪
論
文
五
頁
、
凹
享
保
通
鑑
』
（
近
藤
出
版
社
、
一
九
八
四
）
一
三
〇
頁
。
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第
二
章
　
将
軍
・
老
中
と
京
都
火
消
役

本
章
で
は
、

に
す
る
。

京
都
火
消
役
の
任
命
等
の
制
度
的
手
続
を
分
析
し
、
本
制
度
が
幕
藩
体
制
に
お
い
て
い
か
な
る
位
置
付
け
に
あ
る
か
を
明
ら
か

第
一
節
　
将
軍
に
よ
る
任
命

　
享
保
七
（
一
七
ヨ
～
）
年
に
四
病
で
開
始
さ
れ
た
京
都
火
消
役
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
様
々
な
理
由
で
免
除
さ
れ
、
代
行
と
し
て
高

槻
・
篠
山
藩
が
任
命
さ
れ
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
火
消
役
の
任
命
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
享
保
八
年
郡
山
藩
主
本
多
氏
断
絶
後
、
翌
九
年
柳
沢

氏
が
郡
山
に
入
管
し
、
同
～
四
年
＝
月
二
一
日
、
老
中
酒
井
忠
心
か
ら
「
京
都
火
消
被
　
仰
付
候
、
来
戌
三
月
6
亥
三
月
迄
可
被
相
彌
漫
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

稲
葉
美
濃
守
（
正
任
）
・
本
多
主
膳
正
（
康
敏
）
・
青
山
因
幡
守
（
俊
春
）
：
永
井
飛
騨
守
（
学
期
）
厳
談
岩
相
季
候
」
と
い
う
書
付
を
渡
さ
れ
た
。

郡
山
藩
主
柳
沢
吉
里
は
、
翌
一
五
年
三
月
よ
り
一
年
間
京
都
火
消
を
勤
め
る
こ
と
、
淀
・
膳
所
・
亀
山
・
高
槻
の
四
藩
主
と
相
談
し
て
勤
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

こ
と
が
申
渡
さ
れ
た
。
柳
沢
氏
が
同
年
三
月
よ
り
初
め
て
負
心
の
月
番
を
勤
め
た
こ
と
は
『
月
堂
見
聞
集
』
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
。
た
だ
、

「
来
戌
三
月
6
亥
三
月
迄
」
と
期
間
を
限
定
し
た
任
命
で
あ
る
こ
と
、
同
一
七
年
に
は
当
番
を
勤
め
て
い
な
い
こ
と
、
次
葉
で
分
析
す
る
他
藩

と
組
み
合
わ
せ
ら
れ
た
参
勤
交
代
が
同
一
九
年
に
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
時
の
郡
山
藩
の
任
命
は
試
験
的
な
も
の
で
あ
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つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
一
九
年
六
月
～
五
日
に
、
郡
山
藩
は
左
の
老
中
連
署
奉
書
で
京
都
火
消
役
に
任
命
さ
れ
る
と
と
も
に
、
参
勤
交
代
に

つ
い
て
も
指
示
が
な
さ
れ
た
。

　
　
　
（
史
料
1
】

　
　
京
都
火
消
為
稲
葉
佐
渡
守
（
正
親
）
代
、
其
方
江
被
仰
付
、
向
後
本
多
主
膳
正
与
在
所
可
為
交
代
旨
被
露
出
候
、
右
之
趣
被
得
其
意
相
談
勲
章
勤
仕
候
、

　
　
今
年
之
儀
者
主
膳
正
参
府
候
様
二
相
達
候
事
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
六
月
十
三
日
　
松
平
伊
賀
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
儒
祝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
　
松
平
甲
斐
守
（
柳
沢
吉
里
）
殿

　
こ
れ
以
降
は
、
奉
書
で
は
な
く
、
月
番
老
中
か
ら
渡
さ
れ
る
書
付
と
な
る
が
、
「
京
都
火
消
被
仰
付
候
」
と
い
う
上
意
文
言
を
含
む
形
式
で

あ
り
、
将
軍
の
意
向
を
伝
え
る
と
い
う
点
で
は
変
わ
り
は
な
い
。
ま
た
免
除
も
同
様
で
、
例
え
ば
寛
政
四
（
｝
七
九
二
）
年
、
郡
山
藩
は
「
京

都
火
消
、
当
分
御
免
母
野
候
、
無
代
永
井
日
向
守
（
直
進
）
被
仰
付
疑
問
、
可
被
得
其
意
候
」
と
い
う
文
言
を
含
む
書
付
が
月
番
老
中
松
平
信

　
　
　
　
　
　
④

明
か
ら
渡
さ
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
京
都
火
消
役
の
任
命
権
は
将
軍
が
掌
握
し
て
お
り
、
老
中
奉
書
、
の
ち
に
簡
略
化
さ
れ
て
、
将
軍
の
意
向
を
伝
え
る
老
中

書
付
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
ま
た
延
享
二
（
一
七
四
五
）
年
に
郡
山
藩
主
柳
沢
吉
里
が
死
去
し
、
信
鴻
が
家
督
を
相
続
す
る
が
、
翌
年
六
月
一

五
欝
、
老
中
堀
田
正
亮
よ
り
、
「
京
都
火
消
之
儀
、
如
父
甲
斐
守
時
被
　
仰
季
候
間
、
本
多
主
膳
正
（
康
敏
）
被
相
談
本
有
勤
仕
候
」
と
い
う

　
⑤
書
付
が
渡
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
藩
主
代
替
り
ご
と
の
書
付
が
い
か
に
重
要
で
あ
っ
た
か
は
、
次
の
事
例
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。
享
保
一
五
年
六

月
二
〇
日
の
京
都
大
火
の
際
、
墨
型
は
出
動
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
「
越
中
島
（
正
親
）
殿
此
間
家
督
相
続
、
い
ま
だ
京
都
の
火
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

出
馬
可
致
と
の
申
渡
し
下
之
」
た
め
で
あ
り
、
新
藩
主
正
親
が
家
督
相
続
直
後
で
、
京
都
火
消
役
の
任
命
を
将
軍
よ
り
受
け
て
い
な
か
っ
た
た
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め
で
あ
っ
た
。

第
二
節
　
京
都
火
消
役
の
参
勤
交
代

42　（206）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
近
年
、
藤
井
譲
治
氏
が
、
参
勤
交
代
制
の
位
置
付
け
を
行
う
薪
た
な
視
点
と
し
て
、
軍
事
力
の
配
置
と
い
う
問
題
に
注
目
し
た
。
藤
井
氏
は
、

寛
永
二
〇
（
一
六
四
三
）
年
以
降
、
島
原
の
乱
の
対
応
へ
の
反
省
か
ら
、
各
地
の
大
名
の
参
勤
交
代
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
体
制
が
作
ら
れ
て
い

く
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
高
田
藩
松
平
氏
と
加
賀
藩
前
田
氏
が
交
互
に
参
勤
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、
一
方
の
藩
主

が
在
府
中
、
必
ず
も
う
一
方
の
藩
主
は
在
国
し
て
い
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
定
の
地
域
に
大
名
が
一
人
も
い
な
い
と
い
う
事

態
を
避
け
、
軍
事
的
空
白
を
作
ら
な
い
体
制
が
で
き
あ
が
る
わ
け
で
あ
る
が
、
畿
内
近
国
の
実
態
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
詳
細
な
分
析
が
な
さ

　
　
　
⑧

れ
て
い
る
。
ま
ず
、
尼
崎
藩
と
岸
和
田
藩
で
は
参
勤
交
代
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
た
、
す
な
わ
ち
尼
崎
藩
帰
国
後
、
岸
和
田
藩
が
国
許
を
出
発

し
、
翌
年
は
そ
の
逆
で
あ
り
、
こ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
る
体
制
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
参
勤
時
節
伺
い
後
と
国
許
を
出
立
す
る
直
前
お
よ
び
帰
国
後

は
、
互
い
の
藩
は
勿
論
、
所
司
代
ら
幕
府
上
方
役
人
、
近
隣
大
名
に
も
そ
の
旨
を
通
知
し
て
い
た
。
京
都
火
消
役
で
は
、
二
棟
ず
つ
が
組
み
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

わ
さ
れ
て
お
り
、
他
の
二
藩
主
の
帰
国
を
待
っ
て
、
在
国
二
藩
主
が
出
立
し
た
が
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
ば
論
者
に
よ
っ
て
一
致
せ
ず
、
検
討
の

余
地
を
残
し
て
い
る
。

　
門
史
料
1
】
で
は
郡
山
藩
の
火
消
役
任
命
と
と
も
に
、
膳
所
藩
主
本
多
氏
と
「
在
所
可
為
交
代
旨
」
、
ま
た
当
年
は
本
多
氏
が
参
府
す
る
よ

う
に
申
付
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
膳
所
藩
主
と
新
た
に
任
命
さ
れ
た
郡
山
藩
主
の
参
勤
交
代
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
お
り
、
京
都
火
消
役
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

参
勤
交
代
制
が
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
以
下
で
は
、
郡
山
藩
を
素
材
に
、
参
勤
交
代
の
手
続
を
分
析
す
る
が
、
重
要
な
も

の
は
、
二
月
の
参
勤
時
節
伺
い
と
九
月
の
帰
国
も
し
く
は
国
許
発
駕
で
あ
る
。
ま
ず
、
二
月
の
伺
い
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
安
永
六
（
～
七
六

九
）
年
に
は
、
左
の
奉
書
が
郡
山
藩
の
使
者
に
渡
さ
れ
た
。

　
　
　
（
史
料
2
扇
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御
状
令
披
見
候

公
方
（
家
治
）
様
、
大
納
言
（
家
長
）
様
、
益
御
機
嫌
能
被
成
御
座
、

直
）
被
下
御
暇
、
在
所
到
着
以
後
可
有
参
府
候
、
恐
々
謹
晋

　
二
月
廿
五
日
　
　
　
　
田
沼
主
殿
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
次

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
松
平
甲
斐
守
（
柳
沢
保
光
）
殿

恐
悦
旨
尤
候
、
将
亦
、
参
勤
時
分
之
儀
、
以
使
者
被
相
伺
候
、
松
平
紀
伊
守
（
信

　
こ
の
年
で
あ
れ
ば
、
亀
山
藩
主
松
平
氏
と
郡
山
藩
主
柳
沢
氏
の
参
勤
交
代
を
組
み
合
わ
せ
る
老
中
連
署
奉
書
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
後
、
請
書
を
提
出
し
、
所
司
代
と
京
都
火
消
役
の
各
藩
に
通
知
し
た
。
こ
の
～
連
の
手
続
は
、
享
保
一
九
年
以
降
毎
回
行
な
わ
れ
て
い
る
。

郡
山
藩
は
亀
山
藩
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
年
に
よ
っ
て
は
膳
所
・
淀
・
篠
山
藩
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
奉
書
が
出
さ
れ

て
お
り
、
状
況
に
応
じ
て
老
中
奉
書
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
。
先
述
し
た
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
の
不
｝
致
は
、
あ
る
一
時
期
を
取
り
上
げ
た
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

め
に
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
火
消
役
免
除
中
の
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
二
月
越
奉
書
は
「
六
月
中
可
有
参
勤
候
」
と
あ
る
だ
け
で
、

組
み
合
わ
せ
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
帰
国
の
際
は
京
都
所
司
代
・
大
坂
城
代
・
京
都
町
奉
行
・
伏
見
奉
行
・
上
方
目
付
・
京
都
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

消
役
の
諸
藩
．
岸
和
田
．
．
尼
崎
藩
に
国
許
到
着
の
報
告
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
国
許
発
駕
の
際
は
、
相
手
の
藩
か
ら
国
許
到
着
の
報
告
を
受
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

出
発
の
旨
を
老
中
・
所
司
代
に
通
知
し
た
。
以
上
の
よ
う
な
参
勤
交
代
舗
は
享
保
二
年
ま
で
遡
り
う
る
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
禁
裏
御

所
方
火
消
以
降
は
こ
の
手
続
を
踏
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
最
後
に
、
京
都
所
司
代
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
延
享
四
年
、
膳
所
藩
主
死
去
時
に
、
所
司
代
は
「
青
山
因
幡
守
（
忠
朝
）
と

代
り
合
、
仰
出
さ
れ
し
か
と
も
、
主
膳
正
（
本
多
康
敏
）
死
去
に
就
て
ハ
、
伺
い
な
く
て
は
す
む
間
敷
」
と
老
中
に
指
示
を
仰
ぐ
よ
う
述
べ
、

郡
山
藩
は
老
中
酒
井
忠
恭
へ
参
勤
す
べ
き
か
ど
う
か
の
伺
書
を
提
出
し
た
。
老
中
か
ら
は
、
そ
の
ま
ま
在
国
し
て
亀
山
藩
と
交
代
で
火
消
役
を
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勤
め
、
参
府
時
節
は
来
春
伺
う
よ
う
指
示
す
る
連
署
奉
書
が
出
さ
れ
た
。

て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
参
勤
交
代
に
関
し
て
所
司
代
は
全
く
権
限
を
有
し
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第
三
節
老
中
へ
の
伺
い
・
報
告

　
任
命
・
参
勤
交
代
は
将
軍
の
意
向
を
老
中
が
伝
達
す
る
形
を
と
っ
た
が
、
そ
の
他
の
制
度
的
諸
事
項
は
老
中
の
専
管
事
項
と
な
る
。
例
え
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

柳
沢
氏
の
郡
山
入
封
時
に
は
、
老
中
安
藤
重
行
が
後
述
す
る
大
火
の
際
の
城
下
か
ら
京
都
へ
の
出
動
に
つ
い
て
指
示
を
行
な
っ
た
。
以
下
で
は
、

老
中
へ
の
伺
い
・
報
告
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。

　
先
述
し
た
よ
う
に
、
京
都
火
消
役
は
藩
主
在
国
を
原
則
と
し
て
い
た
が
、
一
八
世
紀
末
に
こ
の
原
則
は
形
骸
化
し
始
め
る
。
文
化
五
（
一
八

○
八
）
年
上
六
月
置
百
、
郡
山
藩
は
老
中
牧
野
忠
精
に
、
「
御
出
駕
御
延
引
御
願
書
」
と
と
も
に
、
「
京
都
火
消
家
来
持
物
伺
書
」
と
呼
ば
れ

　
　
　
　
　
　
　
⑱

る
伺
書
を
提
出
し
た
。
そ
れ
は
持
病
を
理
由
に
、
発
足
延
引
を
願
う
と
と
も
に
、
期
日
通
り
に
帰
国
で
き
な
い
た
め
、
「
京
都
火
消
之
儀
、
私
、

在
所
到
着
素
量
、
松
平
紀
伊
守
（
信
志
）
交
代
蓄
積
を
以
、
本
多
下
総
守
（
康
平
）
申
談
、
先
、
私
家
来
計
差
出
」
勤
め
て
よ
い
か
を
伺
う
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

付
で
あ
る
。
こ
の
種
の
伺
書
は
天
明
六
（
～
七
八
六
）
年
六
月
一
二
日
に
、
郡
山
藩
よ
り
月
番
老
中
牧
野
貞
長
に
提
出
さ
れ
、
「
願
之
通
、
先
、

家
来
計
差
出
、
申
合
相
勤
候
様
本
心
豊
年
」
と
い
う
附
紙
が
な
さ
れ
返
却
さ
れ
た
も
の
を
初
見
と
す
る
。
文
化
期
以
降
に
は
、
「
京
都
火
消
家

来
持
伺
書
」
と
い
う
名
称
も
定
着
し
、
月
番
老
中
へ
頻
繁
に
提
出
さ
れ
、
許
可
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
天
明
期
以
降
は
、
藩

主
の
病
気
に
よ
る
帰
国
延
引
が
日
常
茶
飯
事
と
な
り
、
交
代
が
期
日
通
り
に
は
な
さ
れ
な
く
な
る
。
実
質
的
に
、
藩
主
在
国
や
藩
主
自
身
の
出

馬
な
ど
は
期
待
で
き
な
い
た
め
、
「
京
都
火
消
家
来
持
」
が
常
態
化
し
、
老
中
の
決
裁
を
仰
い
だ
。

　
伺
い
の
他
、
当
番
引
継
、
消
火
活
動
の
報
告
も
月
番
老
中
に
行
う
。
享
保
一
五
年
三
月
一
三
日
郡
山
藩
が
、
朔
日
に
火
消
当
番
を
受
け
取
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
旨
を
、
老
中
松
平
乗
邑
に
報
告
し
た
よ
う
に
、
こ
の
後
も
帰
国
後
最
初
の
月
番
の
請
取
は
老
中
へ
報
告
し
、
ま
た
最
後
の
引
渡
し
は
、
国
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

発
駕
の
報
告
と
と
も
に
行
な
っ
た
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
大
火
時
に
は
各
城
下
か
ら
も
火
消
部
隊
が
出
動
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
淀
藩
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⑫

で
は
「
江
戸
表
霜
被
仰
遣
御
用
番
江
御
爺
入
翠
蓋
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
正
徳
元
（
一
七
＝
）
年
淀
厳
封
の
戸
田
氏
か
ら
の

申
伝
え
で
あ
っ
た
と
い
い
、
禁
裏
御
所
方
火
消
以
来
の
規
定
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
一
二
月
六
日
、
郡
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

藩
は
老
中
戸
田
紅
教
へ
月
番
時
の
活
動
を
報
告
し
た
。
そ
れ
は
、
京
都
河
原
町
上
生
洲
町
よ
り
出
火
、
「
類
焼
共
家
数
四
軒
焼
失
仕
候
」
と
い

う
程
度
の
火
災
で
あ
る
が
、
「
御
場
所
柄
之
儀
二
心
」
と
御
所
近
辺
で
あ
る
こ
と
が
報
告
の
理
由
で
あ
る
。
こ
の
他
、
文
政
二
（
｝
八
一
九
）
年

正
月
二
五
日
、
四
条
中
之
町
芝
居
小
屋
か
ら
出
火
、
二
八
三
軒
焼
失
の
火
災
で
は
、
「
洛
外
之
儀
二
は
御
座
候
得
共
」
と
担
当
範
囲
外
で
は
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
も
の
の
、
そ
の
被
害
の
甚
大
さ
故
に
、
老
中
青
山
音
量
に
報
告
し
た
。
こ
う
し
た
月
番
の
出
動
報
告
は
、
寛
政
期
以
降
に
散
見
で
き
る
の
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
、
「
西
陣
焼
け
」
と
も
呼
ば
れ
、
西
陣
を
申
心
に
＝
二
四
町
、
三
七
八
九
軒
近
く
を
焼
失
さ
せ
た
と
い
わ
れ
る
享
保
一
五
年
の
大
火
の
際
に

は
、
こ
れ
ほ
ど
の
被
害
で
あ
り
な
が
ら
も
老
中
に
報
告
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
御
所
や
二
条
城
へ
火
が
懸
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
「
若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
築
地
之
内
江
掛
り
候
火
事
之
学
者
格
別
之
由
」
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
寛
政
期
以
前
に
は
、
御
所
・
二
条
城
に
被
害
が
な
い
限
り
月
番
時

の
出
動
は
報
告
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
以
降
は
特
に
両
近
辺
に
関
し
て
は
、
小
規
模
な
火
災
で
あ
っ
て
も
老
中
に
報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

よ
う
で
あ
る
。
天
明
大
火
の
際
の
対
応
に
よ
り
、
幕
府
が
「
武
威
を
も
っ
て
た
つ
政
権
と
し
て
そ
の
資
質
を
問
わ
れ
」
る
状
態
と
な
っ
た
こ
と

を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
大
火
を
画
期
に
月
番
の
活
動
に
つ
い
て
も
把
握
す
る
と
い
う
老
申
の
権
限
拡
大
が
見
ら
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い

で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
任
命
、
参
勤
交
代
に
つ
い
て
の
権
限
は
将
軍
が
掌
握
し
、
そ
の
他
の
制
度
的
諸
事
項
は
老
中
の
専
管
事
項
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。
本
棚
度
に
関
し
て
、
「
民
政
機
構
に
お
け
る
奉
行
所
の
「
国
分
け
」
と
は
異
な
る
次
元
の
地
域
論
理
が
存
在
す
る
」
と
い
う
横
田
氏
の

　
⑳
指
摘
は
、
こ
の
よ
う
な
将
軍
と
大
名
の
関
係
に
注
目
す
る
と
説
明
が
可
能
と
な
る
。
な
お
、
こ
の
大
名
火
消
の
性
格
は
、
幕
末
期
に
顕
在
化
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
。
ペ
リ
ー
来
航
後
の
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
一
二
月
晦
日
、
老
中
阿
部
正
弘
等
連
署
奉
書
が
所
司
代
脇
坂
安
宅
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
。
奉

書
で
は
、
「
禁
裏
　
御
所
方
守
護
之
義
者
、
御
自
分
野
饗
御
任
被
置
催
事
二
而
、
非
常
之
思
者
、
京
都
火
消
之
人
数
差
出
、
警
衛
可
致
哉
二

付
、
　
御
安
心
被
　
思
召
候
得
共
」
と
、
こ
の
段
階
で
は
、
禁
裏
御
所
の
守
衛
が
将
軍
よ
り
京
都
所
司
代
に
委
任
さ
れ
る
形
を
取
っ
て
お
り
、
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軍
事
力
の
主
力
が
京
都
大
名
火
消
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
防
衛
体
制
で
は
手
薄
で
あ
る
た
め
、
「
増
警
固
を
も
可
被
　
仰
付
」
こ
と

と
な
る
。
た
だ
、
「
其
表
音
模
様
碇
与
難
相
分
、
瓦
之
向
江
被
仰
付
候
ハ
・
、
急
速
之
場
合
二
五
、
差
響
愚
行
届
可
然
哉
」
、
あ
る
い
は
、
「
平

常
出
火
之
節
、
里
数
差
出
候
二
不
及
、
異
変
有
之
候
瑚
、
早
速
出
張
い
た
し
、
御
自
分
差
図
を
得
相
勤
候
様
、
被
　
仰
出
勤
而
者
、
如
何
可
有

哉
、
一
体
其
表
御
守
単
向
之
義
二
付
而
ハ
、
其
地
之
規
定
茂
可
有
之
歓
」
と
い
う
理
由
で
、
防
衛
案
を
提
出
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
任
命
等
は
江
戸
で
将
軍
・
老
中
が
行
な
う
が
、
そ
の
実
際
の
活
動
は
所
司
代
の
指
揮
下
に
入
る
た
め
、
実
際
の
最

高
指
揮
官
で
あ
る
所
司
代
の
意
向
が
反
映
さ
れ
ね
ば
、
防
衛
上
重
大
な
欠
陥
を
抱
え
る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
本
章
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
れ
ば
、
京
都
火
消
を
担
当
す
る
大
名
は
将
軍
よ
り
任
命
を
受
け
、
京
都
を
防
衛
す
る
軍
役
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
、
同
時
に
所
司
代

に
は
こ
れ
ら
の
大
名
に
対
す
る
軍
事
指
揮
権
が
将
軍
よ
り
委
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

①
　
　
「
福
寿
堂
生
録
偏
享
保
一
四
年
一
一
月
二
一
目
条
、
「
福
寿
越
年
録
」
お
よ
び

　
以
下
の
分
析
で
使
用
す
る
「
幽
薦
台
年
録
一
、
「
附
記
扁
は
柳
沢
左
胸
所
蔵
の
郡
山

　
藩
公
耀
記
録
で
あ
る
。

②
　
　
『
月
堂
見
聞
集
輪
廻
（
（
㎎
続
日
本
随
筆
大
成
』
別
巻
近
世
風
俗
見
聞
集
四
）
一

　
〇
九
頁
。

③
「
福
寿
堂
年
録
扁
享
保
一
九
年
六
月
一
五
日
出
。

④
『
参
勤
交
代
年
表
匝
中
三
〇
七
頁
、
以
下
で
使
用
す
る
噸
参
勤
交
代
年
表
隔

　
上
・
中
・
下
・
続
は
『
柳
沢
史
料
集
成
』
六
・
七
・
八
・
九
（
柳
沢
文
庫
保
存
会
、

　
一
九
九
七
～
二
〇
〇
二
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
年
表
は
本
章
注

　
①
の
史
料
群
を
も
と
に
作
成
し
た
、
郡
山
藩
の
参
勤
交
代
に
関
す
る
年
表
で
あ
り
、

　
ま
た
参
考
と
な
る
史
料
の
翻
刻
を
収
録
し
て
い
る
。

⑤
「
幽
蘭
台
年
録
」
延
享
三
年
六
月
【
五
日
条
。

⑥
『
月
堂
見
聞
集
轍
下
；
薫
頁
。

⑦
藤
井
譲
治
「
平
時
の
軍
事
力
」
（
欄
日
本
の
近
世
翫
三
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九

　
一
）
　
【
一
二
～
一
一
四
頁
。

⑧
前
掲
岩
城
論
文
＝
七
～
＝
δ
頁
、
前
掲
針
谷
論
文
三
六
・
三
七
頁
、
前
掲

　
横
m
出
皿
眼
文
⊥
ハ
九
二
只
。

⑨
岩
城
氏
は
高
槻
藩
と
亀
山
藩
、
膳
所
藩
と
郡
山
藩
、
針
谷
氏
は
淀
藩
と
押
所
藩
、

　
高
槻
藩
か
郡
山
藩
と
亀
山
藩
の
組
み
合
わ
せ
を
指
摘
し
て
い
る
。

⑩
以
下
の
郡
山
藩
の
参
勤
交
代
に
関
す
る
記
述
は
㎎
参
勤
交
代
年
表
臨
に
よ
る
。

⑪
馴
参
勤
交
代
年
表
隔
中
一
〇
一
頁
。

⑫
噸
参
勤
交
代
年
表
轍
中
｝
六
一
頁
。

⑬
棚
参
勤
交
代
年
表
闘
鶏
六
七
頁
。

⑭
『
参
勤
交
代
年
表
』
中
七
四
頁
。

⑮
『
享
保
通
鑑
睡
二
七
頁
。

⑯
『
参
勤
交
代
年
表
』
上
二
四
七
頁
。

⑰
「
福
寿
堂
年
録
」
享
保
九
年
八
月
　
九
日
条
。

⑱
『
参
勤
交
代
年
表
袖
下
璽
二
頁
。

⑲
『
参
勤
交
代
年
表
臨
中
二
〇
五
頁
。

⑳
「
福
寿
堂
年
録
」
享
保
一
五
年
三
月
；
百
条
。
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門
福
寿
堂
年
録
」
享
保
二
〇
年
四
月
晦
日
条
。

噸
淀
領
引
継
文
書
集
隔
（
淀
温
故
会
、
一
九
九
〇
）
～
～
八
頁
。

『
参
勤
交
代
年
表
匝
下
＝
七
頁
。

『
参
勤
交
代
年
表
抽
続
二
九
七
頁
。

『
京
都
の
歴
史
盛
六
（
京
都
市
史
編
纂
所
、
　
九
七
九
）
六
一
～
六
三
頁
。

四
妙
法
院
日
次
記
』
七
（
『
史
料
纂
集
』
九
〇
、
続
群
書
類
聚
完
成
会
、
【
九

　
九
〇
）
三
七
頁
。

⑳
　
　
「
福
寿
堂
咄
咄
」
享
保
一
五
年
六
月
二
八
日
条
。

⑱
　
晶
削
掲
｛
女
園
込
醐
文
詣
ハ
一
百
ハ
G

⑳
前
掲
横
田
論
文
六
九
頁
。

⑳
　
　
鱗
大
日
本
維
新
史
料
』
第
二
編
二
、
一
頁
。

第
三
章
　
月
番
に
お
け
る
体
制

第
一
節
　
任
務
と
担
当
範
囲

近世京都大名火消の基礎的考察（藤本）

　
近
世
京
都
の
武
家
の
消
防
体
制
は
、
例
え
ば
天
明
大
火
時
に
は
延
焼
地
域
を
放
置
し
て
二
条
城
の
類
焼
防
止
を
優
先
す
る
指
示
が
な
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

よ
う
に
、
御
所
・
二
条
城
周
辺
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
本
節
で
は
、
京
都
火
消
役
の
性
格
付
け
を
行
う
た
め
に
、
そ
の
任
務
と
担
当
範
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
明
ら
か
に
し
、
消
防
制
度
全
体
の
中
で
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す
る
。
主
と
し
て
使
用
す
る
史
料
は
、
膳
所
藩
士
が
文
政
期
頃
に
月
番
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

任
務
規
定
や
先
例
を
書
き
留
め
た
「
京
都
火
消
方
塔
」
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
京
都
火
消
役
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
が
、
淀
・
亀
山
藩
に
も
同
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
で
補
足
し
な
が
ら
分
析
す
る
こ
と
に
す
る
。
「
京
都
火
消
方
覚
」
の
中
に
、
＝
、
御
四
方
様
御
留
守

居
申
合
奉
伺
候
書
付
写
之
、
宝
暦
二
年
申
五
月
幟
所
司
代
酒
井
讃
岐
守
（
忠
用
）
様
へ
奉
伺
候
趣
、
其
後
松
平
右
京
大
夫
（
感
温
・
所
司
代
）
様

御
在
役
之
蝦
腰
別
義
無
之
、
今
越
訴
通
取
扱
相
違
無
之
間
左
電
通
」
で
始
ま
り
、
一
四
力
条
が
記
さ
れ
た
後
、
「
右
纏
縫
今
度
相
改
申
合
、
其

外
之
義
者
前
々
よ
り
申
合
候
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上
」
と
あ
り
、
最
後
に
四
藩
の
京
留
守
居
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
淀
・
亀

山
藩
の
史
料
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
存
在
し
、
①
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）
年
五
月
に
、
京
都
火
消
役
四
聖
の
京
留
守
居
が
、
月
番
に
お
け
る

勤
方
の
規
定
を
申
合
せ
た
こ
と
、
②
こ
の
申
合
せ
の
内
容
に
つ
い
て
、
所
司
代
に
伺
い
を
済
ま
せ
て
い
る
こ
と
、
③
以
後
は
、
こ
の
規
定
に
基
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つ
い
て
当
番
を
勤
め
て
い
た
こ
と
、
の
三
点
が
指
摘
で
き
る
。
な
お
、
膳
所
藩
の
史
料
に
は
享
保
七
（
一
七
一
一
二
）
年
に
、
同
八
年
に
入
封
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
き
た
淀
藩
稲
葉
氏
の
史
料
に
は
翌
九
年
に
、
所
司
代
松
平
忠
周
か
ら
渡
さ
れ
た
と
い
う
覚
が
残
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
五
ケ
条
か
ら
な
る

簡
略
な
も
の
で
、
当
初
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
勤
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
制
度
開
始
後
三
〇
年
を
経
た
段
階
で
は
、
実
際
に
勤
め

る
中
で
明
確
に
な
っ
て
き
た
問
題
や
、
新
た
な
状
況
な
ど
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
規
定
は
、
宝
暦
二
年
に
四
国

の
京
留
守
居
が
申
合
せ
を
行
い
、
実
際
に
勤
め
る
藩
側
の
意
見
を
盛
り
込
む
形
で
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
続
い
て
、
こ
の
申
合
せ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
条
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
ま
ず
、
御
土
居
の
東
側
に
つ
い
て
は
享
保
末
年
に
で
き
る
二
条
新
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

つ
い
て
詳
細
に
規
定
し
て
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
洛
中
を
担
当
範
囲
と
し
て
い
る
。
洛
外
に
つ
い
て
の
規
定
で
は
、
京
都
常
火
消
と
同
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
、
南
禅
寺
・
知
恩
院
・
養
源
院
近
辺
出
火
の
際
は
出
動
す
る
が
、
基
本
的
に
洛
外
に
は
出
ず
、
「
世
理
境
迄
罷
出
候
共
、
見
切
候
而
引
取
可

申
事
」
が
原
則
で
あ
っ
た
。
実
際
の
消
火
活
動
の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。
文
化
一
四
（
一
八
｝
四
）
年
亀
山
藩
が
当
番
の
際
、
五
条
通
の
南
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

七
本
松
通
の
東
に
あ
た
り
、
御
土
居
の
す
ぐ
外
側
に
位
置
す
る
朱
雀
近
辺
が
出
火
し
た
際
に
は
、
一
番
手
が
御
土
居
際
ま
で
、
二
番
手
が
丹
波

口
ま
で
出
動
し
た
。
た
だ
し
、
亀
山
藩
は
「
朱
雀
者
懸
場
所
二
而
者
無
之
二
付
控
居
」
て
、
所
司
代
配
下
・
町
奉
行
配
下
・
大
工
頭
申
井
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

よ
っ
て
消
火
活
動
が
行
わ
れ
た
。
な
お
所
司
代
は
御
所
・
二
条
城
近
辺
出
火
の
場
合
の
み
出
馬
す
る
の
で
、
こ
の
場
合
当
然
出
馬
は
な
く
、
与

力
を
中
心
と
す
る
配
下
の
者
た
ち
だ
け
出
動
し
た
。
町
奉
行
が
出
馬
し
て
い
な
い
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
消
火
後
、
所
司
代
配
下
の
纏
奉
行
に

引
取
る
旨
を
通
知
し
、
「
一
・
二
番
手
共
引
取
申
候
上
、
懸
場
所
二
而
も
無
之
付
不
二
防
火
候
故
、
御
楽
も
不
同
病
也
」
と
し
て
い
る
。
こ
の

規
定
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
「
洛
中
堺
二
而
見
切
罷
在
候
内
、
町
御
奉
行
様
杯
御
湿
付
、
火
消
人
数
参
不
開
室
、
御
尋
」
の
場
合
は
、
洛
外
へ

は
「
禁
裏
御
所
育
・
二
条
辺
程
遠
く
露
霜
候
故
、
人
数
差
遣
し
不
申
段
」
を
返
答
す
る
よ
う
に
と
規
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
其
上
御
指
図

御
座
候
者
、
違
背
被
相
成
雪
曇
九
二
付
、
宮
様
被
成
御
座
候
処
二
戸
者
、
品
二
6
一
番
手
人
数
差
遣
可
申
」
と
宮
門
跡
近
辺
出
火
で
あ
れ
ば
、

町
奉
行
の
判
断
を
優
先
す
べ
き
こ
と
も
規
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
御
所
二
一
条
城
近
辺
出
火
の
場
合
は
、
，
人
数
を
分
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
詳
述
す
れ
ば
、
「
御
築
地
五
六
町
程
之
出
火
二
適
者
御
人
数
二
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手
二
分
、
先
手
者
火
元
江
迎
越
、
重
手
者
火
事
方
角
之
惣
御
門
善
様
詰
指
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
番
手
が
火
元
へ
駈
け
付
け
て
消
火
し
、
二

番
手
は
出
火
の
方
角
の
門
に
詰
め
て
、
類
焼
を
防
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
二
条
城
の
場
合
も
同
様
で
、
「
二
條
御
城
近
辺
出
火
二
而
御
人
数

相
分
候
者
、
菓
之
御
門
へ
揚
詰
候
筈
二
候
」
と
二
条
在
番
と
の
関
係
で
あ
ら
か
じ
め
詰
め
る
門
が
決
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

に
御
所
と
二
条
城
は
重
点
的
に
防
衛
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
傾
城
町
・
非
人
小
屋
・
糠
多
村
な
ど
は
消
火
対
象
外
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
当
番
交
代
の
手
続
き
を
済
ま
せ
た
後
で
あ
っ
て
も
、
出
火
場
所
へ
出
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
「
洛
中
五
條
6

上
江
、
今
出
川
辺
迄
」
の
出
火
の
場
合
で
あ
り
、
五
条
よ
り
南
の
地
域
、
及
び
洛
外
へ
は
出
動
せ
ず
、
大
火
の
場
合
の
み
出
動
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
下
京
の
場
合
は
出
動
し
た
と
し
て
も
、
「
煙
一
通
之
義
二
而
、
所
も
下
辺
指
留
置
・
、
大
切
之
場
所
二
而
も
無
御
座
候

　
　
　
　
　
⑫

ハ
・
、
乗
返
し
」
と
注
意
を
払
い
つ
つ
も
引
き
取
る
こ
と
と
す
る
規
定
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
御
所
・
二
条
城
へ
の
類
焼
を
防
ぐ
た
め
に
、
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
洛
中
北
部
に
重
点
を
置
い
た
規
定
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
所
司
代
手
勢
や
町
火
消
と
の
火
事
場
の
取
り
合
い
が
絶
え
な
か
っ
た
が
、
町
方
の
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

災
で
は
、
「
御
四
方
御
人
数
先
へ
駆
付
防
火
最
中
二
同
誌
、
消
口
明
渡
申
候
様
」
、
あ
る
い
は
「
品
二
6
場
所
を
替
難
点
防
候
様
」
と
所
司
代
か

ら
指
示
さ
れ
て
お
り
、
京
都
消
防
制
度
の
中
で
も
、
特
に
京
都
火
消
役
の
消
防
対
象
は
御
所
・
二
条
城
に
偏
っ
て
い
た
。

　
以
上
の
分
析
か
ら
、
京
都
火
消
役
の
任
務
と
担
当
範
囲
を
ま
と
め
て
お
く
。
ま
ず
、
担
畿
範
囲
と
そ
の
優
先
順
位
は
、
①
五
条
よ
り
北
部
、

特
に
御
所
と
二
条
城
、
②
五
条
よ
り
南
部
、
③
洛
外
に
あ
る
南
禅
寺
・
知
恩
院
・
繋
馬
院
の
三
寺
院
、
の
順
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

任
務
の
最
優
先
事
項
は
、
御
所
二
～
条
城
を
火
災
か
ら
守
る
こ
と
で
あ
り
、
京
都
火
消
役
は
御
所
・
二
条
城
の
防
火
・
消
防
の
た
め
に
存
在
し

た
と
い
え
る
。

第
二
節
　
人
員
規
摸
と
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
京
都
火
消
役
は
、
藩
主
在
国
の
二
藩
が
、
～
ヶ
月
交
代
で
半
年
間
ず
つ
当
番
を
勤
め
、
人
員
規
模
は
禁
裏
御
所
方
火
消
と
同
数
で
あ
る
。
郡

山
藩
は
「
壬
生
の
屋
敷
士
十
一
騎
・
役
掛
の
平
話
相
応
・
足
軽
八
十
人
・
中
間
相
応
に
出
し
置
、
惣
入
数
三
百
人
余
」
、
淀
藩
は
「
京
詰
惣
人
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⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

数
御
や
と
ひ
末
々
迄
惣
合
弐
百
九
拾
六
人
」
、
膳
所
藩
の
場
合
、
一
番
手
＝
○
人
、
二
番
手
～
四
五
人
、
総
人
数
二
五
〇
人
程
度
で
あ
り
、

い
ず
れ
の
藩
も
時
期
的
差
異
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
二
五
〇
～
三
〇
〇
人
前
後
で
当
番
を
勤
め
て
い
た
。
享
保
六
年
一
〇
月
の
参
勤
交
代
時

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
江
戸
詰
人
数
の
規
定
は
、
京
都
火
消
役
の
月
番
の
人
数
と
ほ
ぼ
岡
数
で
あ
り
、
お
お
ま
か
に
言
え
ば
、
江
戸
詰
し
て
い
る
規
模
の
人
員
が
京

詰
の
当
番
を
勤
め
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
郡
山
藩
の
場
合
、
騎
馬
・
平
士
・
足
軽
・
中
間
・
又
者
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
中
間
・
老
者
の
中
に
は
鳶
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
騎
馬
・
平
士
が
こ
の
部
隊
の
中
核
で
あ
り
、
特
に
騎
馬
は
番
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

な
ど
を
勤
め
全
体
を
指
揮
し
た
。
こ
の
指
揮
の
下
で
実
際
の
消
火
活
動
な
ど
を
行
っ
た
の
が
、
足
軽
・
鳶
で
あ
る
。
膳
所
藩
の
場
合
、
京
都
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

雇
っ
た
鳶
二
〇
人
と
城
下
か
ら
連
れ
て
き
た
幽
閉
〇
人
の
合
計
五
〇
人
を
抱
え
て
い
た
。
中
間
も
領
内
の
町
や
村
が
負
担
し
た
り
、
京
都
で
雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

つ
た
り
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
、
提
灯
持
を
行
な
っ
た
り
、
必
要
な
物
資
を
運
ん
だ
り
し
た
。
郡
山
藩
の
構
成
で
は
非
戦
闘
員
と
考
え

　
　
　
　
⑳

ら
れ
る
中
間
は
六
割
近
く
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
彼
ら
は
や
は
り
補
助
的
な
役
割
に
留
ま
り
、
火
消
の
主
力
は
、
騎
馬
・
平
士
・
足
軽
・

鳶
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
構
成
さ
れ
た
火
消
部
隊
は
さ
ら
に
一
・
二
番
手
に
分
け
ら
れ
た
。

　
月
番
時
の
各
藩
共
通
の
役
職
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
京
留
守
居
は
所
司
代
・
町
奉
行
ら
と
藩
を
結
ぶ
要
職
で
あ
り
、
当
番
交
代
時
の
引
継
ぎ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

行
う
と
と
も
に
、
日
常
的
に
も
所
司
代
ら
の
意
向
を
藩
に
伝
達
し
て
い
た
。
ま
た
、
他
の
火
消
役
の
藩
留
守
居
と
頻
繁
に
連
絡
を
取
り
、
前
節

で
見
た
よ
う
な
申
合
せ
を
行
な
っ
て
い
る
。
番
頭
は
、
一
・
二
番
手
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
揮
監
督
を
行
な
う
役
職
で
あ
り
、
い
わ
ば
現
場
に
お
け

　
　
　
　
　
　
⑮

る
責
任
者
で
あ
る
。
な
お
、
郡
山
藩
の
場
面
、
家
老
が
部
隊
全
体
を
統
轄
し
、
淀
藩
で
は
「
拾
騎
之
内
組
頭
一
人
家
老
格
出
京
人
数
下
知
仕
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

事
」
と
家
老
格
の
者
が
、
膳
所
藩
で
は
、
二
番
手
番
頭
が
こ
れ
を
担
当
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
若
干
、
藩
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
る
。
月
番
の
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
藩
邸
に
控
え
、
火
見
櫓
か
ら
煙
が
見
え
た
場
合
に
、
す
ぐ
に
出
動
し
て
消
火
に
あ
た
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

日
常
的
に
見
廻
り
を
行
い
、
防
火
な
ど
に
も
努
め
て
い
た
。
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第
三
節
　
高
槻
藩
・
篠
由
藩
の
任
命

近世京都大名火消の基礎的考察（藤本）

　
京
都
火
消
役
は
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
に
、
幾
度
か
の
濁
度
的
改
変
を
経
て
い
る
。
本
節
で
は
、
最
も
大
き
な
改
変

で
あ
る
、
高
槻
・
篠
山
藩
の
任
命
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
享
保
八
年
郡
山
藩
主
本
多
氏
断
絶
の
の
ち
、
同
～
五
年
柳
沢
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
月
番
を
勤
め
る
ま
で
高
槻
藩
が
代
行
し
た
。
す
で
に
指
摘
が
あ
る
藩
主
の
幕
閣
就
任
以
外
に
も
、
御
手
伝
普
請
、
日
光
名
代
、
御
所
造
営
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

勤
番
、
な
ど
を
理
由
に
郡
山
藩
ら
が
免
除
さ
れ
た
際
、
高
槻
藩
が
任
命
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
任
期
は
い
ず
れ
も
二
～
四
年
で
あ
り
、
そ
れ

ら
の
藩
が
再
び
京
都
火
消
役
に
任
命
さ
れ
る
と
高
槻
藩
は
免
除
さ
れ
た
。
以
上
の
点
か
ら
、
成
立
後
ま
も
な
く
、
高
槻
藩
は
、
四
聖
の
う
ち
何

ら
か
の
理
由
で
免
除
と
な
る
藩
を
代
行
す
る
藩
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
い
え
る
。

　
次
に
篠
山
藩
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
篠
山
藩
主
松
平
氏
は
覧
延
元
（
」
七
四
八
）
年
、
亀
山
藩
主
青
山
氏
と
所
領
替
え
を
行
な
っ
た
。
つ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

り
、
寛
延
元
年
以
降
の
篠
山
藩
主
は
青
山
氏
、
亀
山
藩
主
は
松
平
氏
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
形
原
松
平
家
譜
隠
に
は
、
享
保
七
年
一
一
月
に

月
番
を
勤
め
、
同
一
五
年
の
大
火
で
は
京
都
へ
出
動
し
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
史
料
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
亀
山
藩
と
の

所
領
入
替
え
と
合
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
何
ら
か
の
形
で
京
都
火
消
に
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
明
確
な
形
で
京
都
火
消
役
に
任
命
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
て
い
る
初
見
は
、
安
永
元
（
一
七
七
二
）
年
で
あ
る
。
老
中
板
倉
勝
清
が
三
月
～
八
日
郡
山
藩
留
守
居
に
渡
し
た
書
付
で
は
、
章
々
と
の
参

勤
交
代
の
組
み
合
わ
せ
を
命
じ
る
と
と
も
に
、
篠
山
藩
主
青
山
氏
の
京
都
火
消
役
任
命
が
通
知
さ
れ
た
。
前
年
の
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

九
・
一
〇
月
に
膳
所
・
淀
藩
王
の
相
継
ぐ
死
去
に
よ
り
、
郡
山
藩
へ
の
参
勤
に
関
す
る
老
中
の
指
示
が
二
転
三
転
す
る
事
態
が
起
き
て
お
り
、

こ
う
し
た
不
測
の
事
態
に
対
応
す
る
た
め
に
、
篠
山
藩
が
代
行
す
る
藩
と
し
て
新
た
に
位
置
付
け
ら
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
二
〇
年
前
ま
で
は
、

実
際
に
亀
山
藩
主
と
し
て
勤
め
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
、
天
明
七
（
一
七
八
八
）
年
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

社
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
淀
藩
の
代
行
と
し
て
勤
め
、
少
な
く
と
も
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
ま
で
は
勤
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
こ

の
他
で
は
見
出
し
え
て
い
な
い
。
他
の
史
料
に
お
い
て
も
高
槻
藩
に
比
べ
て
火
消
役
を
勤
め
た
形
跡
は
少
な
く
、
高
槻
藩
に
次
ぐ
代
行
の
藩
と
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し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
京
都
か
ら
遠
距
離
で
あ
る
た
め
、
止
む
を
得
な
い
事
情
が
な
い
限
り
、
任
命
は
極
力
避
け
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
四
藩
の
中
で
火
消
役
免
除
の
藩
が
あ
る
場
合
、
高
槻
・
篠
山
藩
が
代
行
し
た
が
、
こ
の
他
で
も
火
消
役
諸
藩
の
中
で
頻
繁
に
京
詰
当
番
を
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

賢
し
あ
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
藩
主
死
去
蒔
は
代
行
し
た
り
、
藩
主
帰
国
延
引
の
場
合
は
そ
の
ま
ま
在
国
し
て
当
番
を
続
け
た
が
、
こ
れ
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
ず
れ
も
老
中
の
指
示
に
よ
っ
た
。
ま
た
、
正
妻
の
忌
申
な
ど
の
場
合
は
、
も
う
一
方
の
藩
が
月
番
を
ず
ら
し
て
代
行
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
四
藩
の
う
ち
在
国
二
野
が
半
年
間
月
番
交
代
で
当
番
を
勤
め
る
と
い
う
形
で
始
ま
っ
た
京
都
火
消
役
で
あ
る
が
、
勤
め
ら

れ
な
い
場
合
は
他
藩
が
代
行
し
、
さ
ら
に
高
槻
・
篠
山
藩
が
代
行
を
命
じ
ら
れ
る
な
ど
、
融
通
性
を
持
ち
つ
つ
運
営
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

一
八
世
紀
末
以
降
は
こ
の
体
制
で
も
対
応
し
き
れ
な
く
な
る
。
す
な
わ
ち
、
先
述
し
た
「
京
火
消
家
来
持
」
の
状
態
で
あ
り
、
藩
主
在
国
の
原

則
は
放
棄
さ
れ
、
許
可
を
得
ら
れ
れ
ば
、
家
来
だ
け
で
勤
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
く
。
近
世
後
期
の
京
都
火
消
役
は
、
藩
主
が
後
景
に
退
き
、

名
実
と
も
に
藩
家
臣
団
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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①
前
掲
安
国
論
文
五
八
・
五
九
頁
。

②
す
で
に
前
掲
樋
爪
論
文
で
「
印
象
の
二
つ
め
で
あ
る
が
、
大
名
火
消
の
活
動
対

　
象
は
、
都
市
全
体
で
は
な
く
、
禁
裏
御
所
や
二
条
城
な
ど
に
力
点
が
お
か
れ
て
い

　
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
に
な
が
な
が
と
見
て
き
た
消
火
活
動
の
規
定
も
、

　
そ
の
多
く
の
部
分
は
そ
れ
ら
ニ
カ
所
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
㎏
（
㎜
八
頁
）
と

　
大
枠
が
示
さ
れ
て
い
る
。
膳
所
藩
以
外
の
史
料
も
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
実
態
を

　
明
確
に
し
、
ま
た
京
都
消
防
制
度
全
体
で
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
。

③
「
商
橋
正
孝
家
文
書
」
（
大
津
市
歴
史
博
物
館
写
真
版
）
、
本
節
の
分
析
で
は
特

　
に
注
記
し
な
い
限
り
本
史
料
を
使
屠
し
た
。

④
淀
藩
：
門
淀
藩
京
都
火
消
番
記
録
」
（
京
都
大
学
文
学
部
図
書
室
所
蔵
謄
写
本
）
、

　
亀
山
藩
：
「
京
都
火
之
御
番
諸
事
覚
」
（
「
及
辮
家
文
書
扁
、
京
都
府
立
総
合
資
料

　
館
所
蔵
）
、
な
お
本
史
料
は
『
資
料
館
紀
要
輪
七
（
一
九
七
九
）
に
翻
刻
が
な
さ

　
れ
て
い
る
。

⑤
注
③
、
④
史
料
。

⑥
前
掲
樋
爪
論
文
六
頁
。

⑦
前
掲
樋
爪
論
文
六
頁
。

⑧
「
京
都
火
消
詰
覚
書
㎏
（
門
及
川
家
文
星
㎏
）
。

⑨
前
掲
安
国
論
文
五
六
・
五
九
頁
。

⑩
前
掲
樋
爪
論
文
六
・
八
頁
。

⑪
前
掲
樋
爪
論
文
＝
・
一
八
頁
、
安
国
論
文
五
六
頁
。

⑫
「
京
都
火
消
方
覚
」
（
「
高
橋
正
孝
家
文
書
」
）
。

⑬
六
条
通
と
七
条
通
の
間
に
は
、
京
都
の
中
で
も
独
自
の
空
間
を
構
成
し
て
い
た

　
と
言
わ
れ
る
本
願
寺
寺
内
町
が
存
在
し
た
（
『
京
都
の
歴
史
㎞
五
）
。
前
掲
安
国
論

　
文
で
は
、
火
災
時
の
妙
法
院
の
対
応
を
事
例
に
、
寺
社
の
境
内
門
前
の
消
防
が
、
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各
領
主
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
五
六
・
五
七
買
）
。
大

　
町
火
消
が
こ
れ
ら
の
寺
社
境
内
地
で
実
際
に
ど
れ
ほ
ど
消
防
活
動
が
行
い
え
た
か

　
は
疑
問
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

⑭
「
京
都
火
之
御
番
諸
事
覚
」
（
『
資
料
館
紀
要
睡
七
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

　
＝
曇
嵩
頁
。

⑮
　
前
掲
樋
爪
論
文
三
・
五
頁
。

⑯
「
福
寿
欝
欝
録
」
享
保
一
九
年
七
月
一
五
日
条
、
「
淀
藩
京
都
火
消
番
記
録
扁
。

⑰
「
京
都
火
消
方
覚
」
（
「
高
橋
正
孝
露
文
轡
」
）
、
前
掲
樋
爪
論
文
の
元
治
元
年
時

　
　
番
手
八
九
人
、
二
番
手
一
〇
〇
入
と
い
う
事
例
（
九
頁
）
は
、
会
津
藩
な
ど
も

　
在
京
中
で
あ
り
、
若
干
特
異
な
事
例
と
考
え
る
。
。

⑱
凹
御
触
書
寛
保
集
成
』
八
八
九
。

⑲
前
掲
樋
爪
論
文
八
頁
。

⑳
「
京
都
火
消
方
覚
」
（
「
高
橋
正
孝
家
人
轡
」
）
。

⑳
『
膳
所
藩
郡
方
B
記
臨
五
（
膳
所
藩
史
料
を
読
む
会
、
一
九
九
三
）
圏
六
頁
。

⑫
　
　
「
淀
藩
京
都
火
消
番
詑
録
」
、
「
京
都
火
消
方
覚
」
（
「
高
橋
正
孝
家
文
書
」
）
。

⑳
　
高
木
昭
作
『
近
世
国
家
史
の
研
究
睡
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
。

⑳
　
　
魍
月
堂
見
聞
集
隔
下
二
五
七
頁
。

第
四
章
　
幕
府
上
方
役
人
と
京
都
火
消
役

第
「
節
　
所
司
代
・
町
奉
行
・
上
方
目
付
・
禁
裏
附

⑮
　
前
掲
樋
爪
論
文
八
頁
。

⑳
門
福
寿
堂
精
管
」
享
保
九
年
十
月
一
日
条
、
槻
淀
領
引
継
文
書
集
単
一
〇
三
頁
、

　
前
掲
樋
爪
論
文
九
・
一
〇
頁
。

⑳
　
前
掲
樋
爪
論
文
八
～
一
一
頁
，

鐙
　
　
門
月
堂
見
聞
集
輪
中
三
一
八
頁
。

⑳
　
前
掲
樋
爪
論
文
五
頁
、
前
掲
針
谷
論
文
三
七
頁
。

⑳
　
　
『
参
勤
交
代
年
表
臨
か
ら
、
高
槻
藩
は
、
郡
山
薄
が
宝
暦
二
、
安
永
九
、
天
明

　
元
、
寛
政
四
年
、
膳
所
藩
が
寛
政
一
二
年
、
淀
藩
が
享
和
二
年
免
除
の
際
に
代
行

　
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

⑳　
　
糊
亀
岡
市
史
臨
資
料
編
二
（
亀
岡
市
史
編
纂
委
員
会
、
二
〇
〇
一
～
）
一
〇
皿
頁
。

　
　
「
幽
繭
台
年
録
」
安
永
元
年
三
月
一
八
日
条
。

⑫　
　
『
参
勤
交
代
年
表
㎞
上
九
〇
頁
。

⑳　
　
『
参
勤
交
代
年
表
㎞
中
三
〇
七
頁
。

⑭　
　
「
京
都
詰
古
格
煮
抜
」
（
『
公
儀
勤
方
集
隔
、
隅
柳
沢
史
料
集
成
』
五
と
し
て
一
九

⑳　
九
六
年
に
刊
行
）
五
三
頁
、
遡
参
勤
交
代
年
表
』
上
八
九
頁
、
中
九
七
頁
。

⑳
　
　
州
山
京
都
塾
叫
古
胡
弓
搬
田
抜
」
（
『
公
儀
勤
方
集
幅
）
　
山
ハ
・
九
頁
0

　
通
常
の
火
災
で
は
、
月
番
の
町
奉
行
、
京
都
火
消
役
の
火
消
衆
が
出
動
し
、
こ
れ
に
場
所
柄
や
火
災
の
規
模
に
応
じ
て
、
所
司
代
、
非
番
の

町
奉
行
、
京
都
代
官
小
堀
、
大
工
頭
中
井
、
高
瀬
川
支
配
の
角
倉
が
出
動
し
、
ま
た
、
上
方
目
付
が
在
京
し
て
い
る
場
合
は
、
目
付
二
人
も
出

　
　
　
　
　
①

動
し
て
い
た
。
以
上
の
指
摘
に
若
干
の
補
足
を
行
な
う
と
、
例
え
ば
文
化
一
四
（
一
八
」
七
）
年
閾
～
一
月
七
日
の
四
条
河
原
の
小
屋
か
ら
の
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出
火
で
ゆ
「
御
所
司
代
御
人
数
斗
両
町
奉
行
御
人
数
ま
御
出
馬
無
之
候
」
と
あ
険
時
期
的
差
異
も
存
在
す
る
か
と
思
わ
れ
る
が
・
所

司
代
・
町
奉
行
自
身
の
出
馬
は
な
く
と
も
、
与
力
・
同
心
ら
だ
け
で
出
動
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
本
節
で
は
、
京
都
火
消
役
と
直
接
関
係
す

る
、
所
司
代
・
町
奉
行
・
上
方
目
付
・
禁
裏
附
に
し
ぼ
っ
て
、
そ
の
関
係
を
考
察
す
る
。

　
京
都
所
司
代
は
、
京
都
消
防
制
度
の
最
高
責
任
者
で
あ
り
、
京
都
火
消
役
も
、
任
命
・
参
勤
交
代
・
当
番
変
更
な
ど
の
制
度
的
中
核
は
将

軍
・
老
中
の
権
限
で
あ
る
が
、
実
際
の
活
動
は
所
司
代
の
支
配
下
に
入
る
。
こ
れ
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
将
軍
が
有
す
る
こ
れ
ら
大
名
の
指
揮

権
が
所
司
代
に
委
任
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
当
番
の
藩
は
所
司
代
に
対
し
、
朔
日
の
当
番
引
継
時
に
挨
拶
を
行
い
、
ま
た
出
動
ご
と
に
そ

　
　
　
　
　
　
　
③

の
報
告
を
行
な
っ
た
。
所
司
代
が
出
馬
し
た
場
合
は
彼
の
指
示
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
所
司
代
・
町
奉
行
と
も
に
出
馬
が

な
い
場
合
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
所
司
代
配
下
の
指
示
を
受
け
た
。
ま
た
先
述
し
た
宝
暦
二
年
申
合
の
洛
外
へ
の
出
動
に
関
す
る
規
定
に
つ
い

て
所
司
代
が
指
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
火
消
役
の
具
体
的
な
活
動
規
定
に
関
す
る
決
定
及
び
改
定
は
、
所
司
代
の
権
限
で
あ
っ
た
。

　
京
都
町
奉
行
は
、
所
司
代
と
と
も
に
京
都
消
防
制
度
の
中
核
で
あ
り
、
当
番
の
藩
は
、
出
動
の
報
告
を
所
司
代
だ
け
で
な
く
、
町
奉
行
に
対

　
　
　
　
　
　
④

し
て
も
行
な
っ
た
。
洛
外
へ
の
出
動
の
指
示
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
が
、
こ
の
他
、
城
下
か
ら
出
動
し
た
場
合
、
部
隊
は
火
元
近
所
に
行
き
、

所
司
代
へ
派
遣
し
た
使
者
の
帰
り
を
待
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
「
火
元
二
、
町
御
奉
行
被
成
御
座
曝
者
、
御
所
司
様
へ
相
窺
申
候
先
使
之

者
未
帰
候
早
帰
思
遣
拍
聖
母
選
書
時
候
段
申
上
下
ハ
、
・
禦
図
翼
成
候
鞠
」
と
あ
咳
や
は
り
町
奉
行
が
霧
に
い
る
場
合
は
・
彼

の
指
示
が
優
先
さ
れ
た
。
月
番
の
町
奉
行
は
、
町
人
足
や
雇
人
足
を
指
揮
し
て
消
防
活
動
に
あ
た
る
た
め
、
洛
中
に
お
い
て
は
基
本
的
に
は
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

域
や
火
災
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
出
馬
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
所
司
代
の
出
馬
は
、
御
所
・
二
条
城
近
辺
出
火
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
た
め
実
際
に
、
火
元
で
陣
頭
指
揮
に
あ
た
る
の
は
町
奉
行
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
以
上
の
規
定
は
、
こ
の
事
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
二
条
城
焼
失
時
の
対
応
で
は
所
司
代
の
指
示
と
町
奉
行
の
指
示
が
食
い
違
い
混
乱
を
招
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
町
奉
行
が
火
消
役
に
関
す
る
指
揮
権
を
一
定
度
有
し
て
お
り
、
所
司
代
の
下
に
完
全
に
一
元
化
さ
れ
て
い
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

つ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
天
明
大
火
時
は
所
司
代
不
在
の
た
め
、
両
町
奉
行
と
在
京
目
付
が
消
防
活
動
の
生
体
を
指
揮
し
た
。
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近世京都大名火消の基礎的考察（藤本）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
上
方
目
付
は
常
時
在
京
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
在
京
中
出
火
が
あ
れ
ば
、
火
元
に
出
動
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
当
番
の
藩
は
火
元
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

目
付
に
出
動
の
報
告
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
天
明
大
火
後
、
当
時
の
目
付
が
、
郡
山
藩
留
守
居
に
、
人
数
を
出
動
さ
せ
た
刻
限
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

防
場
所
、
指
図
の
次
第
、
な
ど
を
認
め
提
出
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
上
方
目
付
は
火
消
役
の
活
動
の
監
査
に
あ
た
っ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
は
確
実
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
両
町
奉
行
と
と
も
に
消
防
活
動
の
指
揮
を
執
っ
た
。

　
最
後
に
、
禁
裏
附
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
京
都
火
消
役
の
任
務
の
中
心
が
御
所
・
二
条
城
の
防
火
・
消
防
に
あ
っ
た
こ
と
は
先
述
し
た
。
た

だ
し
、
こ
う
し
た
任
務
を
負
う
譜
代
藩
の
藩
士
と
は
い
え
、
無
断
で
御
所
・
二
条
城
に
入
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
御
所
・
二
条
城
内

に
入
る
場
合
は
、
許
可
証
で
あ
る
「
腰
札
」
の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
、
ま
た
鑓
を
門
外
に
置
い
て
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
武
装
解
除

　
　
　
　
　
　
　
⑬

が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
含
め
て
、
御
所
内
に
入
る
場
合
は
、
禁
裏
附
の
指
示
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
彼
ら
の
権
限
は
こ

れ
に
留
ま
ら
な
い
。
天
明
大
火
時
、
禁
裏
附
は
天
皇
の
避
難
所
で
あ
る
聖
護
院
に
お
い
て
、
城
下
か
ら
出
動
し
て
く
る
郡
山
藩
に
対
し
指
示
を

　
　
　
⑭

し
て
い
る
。
「
禁
裏
御
附
水
原
摂
津
守
（
保
明
）
殿
営
庭
二
而
、
御
立
退
場
所
聖
護
院
宮
相
固
メ
罷
在
草
野
、
御
築
地
内
御
文
庫
蔵
等
防
候
様
、

御
調
図
有
之
」
と
、
ま
ず
一
・
二
番
手
が
禁
裏
附
水
原
保
明
の
指
示
を
受
け
、
築
地
内
の
文
庫
蔵
を
防
ぎ
に
行
っ
た
。
ま
た
、
伏
見
に
到
着
し

た
三
番
手
は
、
禁
裏
附
建
部
広
般
の
指
示
を
受
け
た
。
以
上
の
よ
う
な
京
都
火
消
役
に
対
す
る
禁
裏
附
の
指
揮
権
は
、
御
所
・
二
条
城
を
防
衛

す
る
と
い
う
、
火
消
役
の
性
格
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
所
司
代
ら
の
指
揮
権
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。

　
本
節
で
は
、
所
司
代
・
町
奉
行
・
上
方
目
付
・
禁
裏
附
と
京
都
火
消
役
の
関
係
を
分
析
し
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
個
々
の
関
係
に
留
ま
る

と
と
も
に
、
二
条
在
番
と
の
関
係
も
不
明
で
あ
る
。
個
々
の
任
務
や
出
動
範
囲
、
ま
た
相
互
の
関
係
な
ど
の
事
例
蓄
積
と
そ
の
総
合
的
な
構
造

把
握
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

55　（219）



第
二
節
　
四
藩
京
留
守
居
申
合
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京
留
守
居
に
つ
い
て
は
、
前
章
で
簡
単
に
触
れ
た
が
、
そ
の
他
、
所
司
代
・
町
奉
行
よ
り
、
京
都
火
消
役
の
勤
方
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
尋
ね

　
　
　
⑮

を
受
け
た
。
数
年
間
で
入
れ
替
わ
る
所
司
代
ら
に
と
っ
て
、
京
留
守
居
ら
が
蓄
積
し
た
知
識
と
経
験
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
う

し
た
縦
の
関
係
で
は
な
く
、
横
の
関
係
、
す
な
わ
ち
火
消
役
四
藩
の
京
留
守
居
の
つ
な
が
り
に
注
目
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
先
述
し
た
宝
暦
二
年

の
「
御
四
方
還
御
留
守
居
申
合
」
、
及
び
こ
れ
に
類
す
る
単
語
が
史
料
上
に
頻
出
し
て
お
り
、
こ
の
四
藩
京
留
守
居
申
合
は
火
消
役
を
考
え
る

上
で
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
想
起
す
べ
き
は
、
笠
谷
和
比
古
氏
の
江
戸
留
守
居
組
合
の

　
⑯
研
究
で
あ
ろ
う
。
留
守
居
が
持
つ
主
体
性
を
明
ら
か
に
し
た
氏
の
分
析
に
学
び
な
が
ら
、
四
藩
京
留
守
居
申
合
の
位
置
を
確
か
め
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
宝
暦
期
に
は
先
述
し
た
二
年
の
他
に
も
頻
繁
に
申
合
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
当
該
期
は
、
お
そ
ら
く
制
度
開
始
後
三
〇
年
近
く
経
過
し
、
当

番
を
勤
め
る
中
で
直
面
す
る
問
題
に
統
一
的
見
解
を
打
ち
出
そ
う
と
し
た
時
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
膳
所
藩
士
が
作
成
し

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

た
「
火
消
方
申
合
書
抜
」
か
ら
公
家
へ
の
礼
式
に
関
す
る
享
和
二
（
～
八
〇
二
）
年
七
月
の
申
合
を
、
例
と
し
て
あ
げ
て
お
く
。

　
　
　
【
史
料
3
】

　
　
　
一
、
五
摂
家
方
・
親
王
方
6
外
々
江
御
縁
組
等
二
而
御
入
有
之
、
宮
与
唱
言
御
方
様
江
、
火
消
方
引
取
之
節
、
下
馬
之
県
主
談
候
処
、
権
者
前
々
6
相
定

　
　
　
り
有
之
候
宮
様
方
之
外
題
者
、
下
馬
不
仕
通
り
行
候
様
申
合
候
、
乍
然
占
方
6
是
非
下
馬
具
申
掛
導
者
、
上
意
二
随
イ
可
申
旨
、
心
得
申
位
置
候
事
、

　
　
　
此
儀
碇
与
相
懸
定
置
官
制
可
然
候
得
共
、
若
哉
、
是
迄
如
何
相
心
得
居
候
哉
与
御
尋
之
節
、
返
答
如
何
二
様
、
今
新
二
相
伺
候
義
茂
難
致
候
間
、
御
四

　
　
　
方
様
切
二
而
申
合
置
候
事
、

　
宝
暦
二
年
の
申
合
で
は
、
幕
府
上
方
役
人
、
公
家
な
ど
に
出
会
っ
た
場
合
「
歩
行
立
之
者
、
御
駕
脇
へ
下
馬
不
信
号
段
、
御
里
可
申
上
馬
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

但
引
取
之
節
者
、
宮
様
方
・
親
王
家
・
五
摂
家
・
補
血
大
臣
之
御
方
江
下
馬
仕
片
寄
可
通
候
」
と
あ
り
、
【
史
料
3
】
で
は
こ
の
内
容
に
つ
い

て
さ
ら
に
詳
細
に
規
定
し
て
い
る
。
以
前
の
申
合
で
は
曖
昧
で
広
範
囲
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
反
省
か
ら
、
今
後
は
、
規
定
の
あ
る
宮
様
方
の
他



に
は
下
馬
せ
ず
、
相
手
方
か
ら
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
下
馬
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
．
た
、
興
昧
深
い
の
は
、
所
司
代
に
伺
い
出
ず
に
「
御
四
方
様

切
二
而
申
合
置
」
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
基
本
的
に
申
合
で
決
定
し
た
内
容
は
所
司
代
に
伺
い
を
立
て
た
後
、
正
式
な
規
定
と
な
っ
た
が
、
こ

の
申
合
で
は
四
藩
だ
け
で
決
定
事
項
と
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
纏
、
持
鑓
を
伏
せ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
申
合
せ
て
い
る
。

　
他
の
議
題
を
列
挙
す
る
と
、
御
土
居
の
内
で
は
あ
る
が
洛
外
と
な
る
紫
竹
村
な
ど
へ
の
出
動
に
つ
い
て
「
是
迄
区
々
二
相
薬
罐
二
付
」
申
合

を
行
い
、
一
番
手
が
火
元
へ
赴
く
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
一
藩
だ
け
が
出
動
す
る
と
先
例
と
な
り
混
乱
を
招
く
た
め
、
藩
ご
と
に
区
々
で
は

な
く
統
一
的
基
準
を
必
要
と
し
た
。
ま
た
、
所
司
代
へ
の
報
告
に
関
し
て
、
出
動
し
た
が
す
で
に
消
火
済
の
場
合
、
夜
中
の
場
合
、
出
府
中
の

場
合
な
ど
に
つ
い
て
の
申
合
が
あ
る
。

　
京
都
火
消
役
は
享
保
七
年
か
ら
明
治
三
年
ま
で
存
続
す
る
。
よ
っ
て
、
成
立
当
初
の
規
定
と
実
態
の
乖
離
、
あ
る
い
は
想
定
し
て
い
な
か
っ

た
問
題
が
発
生
す
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
四
藩
京
留
守
居
申
合
は
、
藩
学
が
実
際
に
直
面
す
る
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
実
態
に
即
し
た

取
り
決
め
を
行
い
、
現
場
（
藩
）
の
意
向
を
制
度
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

近世京都大名火消の基礎的考察（藤本）

＠＠＠＠C9＠＠＠＠＠＠O
前
掲
安
国
論
文
五
七
～
五
九
頁
。

「
京
都
火
消
詰
覚
書
」
（
「
及
川
家
文
書
」
）
。

「
火
消
方
御
触
害
之
写
」
（
「
高
橋
正
孝
家
文
書
」
）
。

「
火
消
方
御
触
書
之
写
」
（
「
高
橋
正
孝
家
文
書
」
）
。

「
諸
事
火
消
方
覚
」
（
「
高
橋
正
孝
家
文
書
」
）
。

晶
削
煽
戸
安
国
瓢
弾
幕
五
⊥
バ
ー
五
九
百
以
。

旧
時
掲
桶
一
爪
瓢
戯
文
一
日
半
～
【
八
頁
。

前
掲
安
国
論
文
五
九
頁
。

晶
朋
硫
安
国
里
畑
文
五
⊥
髭
面
貝
。

「
京
都
火
消
詰
覚
書
」
（
「
及
用
命
文
香
」
）
。

『
参
勤
交
代
年
表
㎞
中
｝
西
四
頁
。

前
掲
安
国
論
文
五
九
頁
。

⑬
前
掲
樋
爪
論
文
＝
頁
。

⑭
『
参
勤
交
代
年
表
』
中
二
㎝
二
九
頁
。

⑮
「
諸
事
火
消
方
覚
」
（
「
高
橋
正
孝
家
文
轡
」
）
。

⑯
笠
谷
氏
は
留
守
居
が
持
つ
、
「
幕
命
の
二
合
へ
の
有
効
な
浸
透
の
た
め
の
媒
介

　
者
」
（
服
藤
弘
司
『
大
名
留
守
居
の
研
究
』
、
創
文
社
、
一
九
八
四
）
と
い
う
面
と
、

　
自
身
が
明
ら
か
に
し
た
「
幕
命
へ
の
抵
抗
運
動
の
主
導
者
」
と
い
う
二
面
性
に
注

　
目
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
笠
谷
和
比
古
欄
江
戸
御
留
守
居
役
…
近
世

　
の
外
交
官
－
隔
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
）
二
〇
四
頁
）
。

⑰
「
京
都
火
之
御
番
諸
事
覚
」
（
『
資
料
館
紀
要
睡
七
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）
。

⑱
「
高
橋
正
孝
家
文
書
」
、
本
節
の
分
析
で
は
特
に
注
記
し
な
い
限
り
、
本
史
料

　
を
使
用
し
た
。

⑲
第
三
章
注
③
宝
暦
二
年
申
合
第
一
四
条
。
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第
五
章
　
城
下
か
ら
の
出
動
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第
一
節
　
制
度
的
枠
組
と
実
態

　
第
三
、
四
章
で
は
、
月
番
の
体
制
を
中
心
に
述
べ
て
き
た
が
、
京
都
火
消
役
の
任
務
は
こ
の
半
年
間
の
京
詰
だ
け
で
は
な
い
。
各
藩
は
、
大

火
で
あ
れ
ば
城
下
か
ら
出
動
す
る
こ
と
を
も
う
一
つ
の
任
務
と
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
藩
主
の
出
馬
を
伴
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
す
で
に

　
　
　
　
　
　
①

指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
な
お
未
解
明
な
点
も
多
い
。
こ
の
た
め
、
ま
ず
そ
の
制
度
的
枠
組
と
実
態
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

門
史
料
4
】
は
月
番
時
の
淀
か
ら
の
出
動
規
定
で
あ
る
。

　
　
　
【
史
料
4
】

　
　
　
　
　
　
　
覚

　
　
　
一
、
京
都
御
火
消
御
月
番
、
京
二
火
事
有
之
、
大
火
二
成
候
者
、
淀
早
舞
在
京
詰
持
切
御
三
頭
、
其
外
、
物
頭
・
諸
士
・
御
足
軽
・
町
役
二
而
罷
出
候
人

　
　
　
足
等
、
相
図
之
鐘
撞
候
者
、
定
之
場
所
江
早
速
相
揃
駈
着
可
申
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
　
一
、
右
之
御
人
数
被
遣
候
而
も
、
弥
大
火
二
成
候
者
、
可
被
遊
　
御
出
馬
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
右
の
出
動
規
定
に
加
え
て
「
非
番
月
二
而
茂
、
京
都
大
火
器
欝
欝
、
人
数
遣
等
等
」
と
い
う
規
定
も
存
在
す
る
。
結
論
を
述
べ
れ
ば
、
当
番
、

非
番
に
か
か
わ
ら
ず
、
京
都
が
大
火
の
場
合
、
淀
藩
は
城
下
か
ら
出
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
規
定
は
、
膳
所
・
郡
山
・
高
槻
藩
に

　
　
　
　
④

も
存
在
す
る
。
ま
た
、
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
＝
月
七
日
、
郡
山
藩
は
、
こ
の
城
下
か
ら
の
出
動
に
関
す
る
月
番
老
中
牧
野
忠
精
の
尋
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
対
し
て
、
「
御
免
之
内
二
而
茂
、
御
人
数
被
指
出
候
」
と
回
答
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
郡
山
藩
な
ど
中
核
の
四
藩
は
火
消
役
免
除
中
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

出
動
し
た
。
実
際
の
大
火
時
の
様
子
を
見
て
み
よ
う
。
享
保
大
火
で
は
、
膳
所
・
高
槻
・
「
丹
波
の
国
御
大
名
方
家
中
」
が
出
馬
し
た
。
こ
の

「
丹
波
の
国
御
大
名
」
は
亀
山
・
篠
山
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
天
明
大
火
で
は
、
正
月
当
番
の
篠
山
藩
、
二
月
当
番
の
亀
山
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⑦

藩
は
藩
主
自
身
が
、
郡
山
・
淀
・
膳
所
・
高
槻
・
園
部
藩
が
家
臣
を
出
動
さ
せ
た
。
園
部
藩
の
出
動
経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
安
国

氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
応
援
部
隊
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
京
都
が
大
火
で
あ
れ
ば
、
淀
・
膳
所
・
亀
山
・
郡
山
・
高
槻
・
篠
山
の
六
藩
は
基
本
的
に
城
下
か
ら
出
動
し
て
き
た
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
引
続
き
、
こ
の
出
動
が
ど
れ
ほ
ど
制
度
的
枠
組
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
藩
政
の
中
に
い
か
に
位
置
付
け
ら
れ
る

か
を
考
察
す
る
。
【
史
料
4
】
で
は
、
京
都
が
大
火
の
場
合
、
合
図
の
鐘
が
撞
か
れ
、
騎
馬
・
足
軽
・
中
間
ら
が
所
定
の
門
へ
集
ま
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
他
の
藩
で
も
同
様
で
あ
る
。
亀
山
藩
で
は
「
京
出
水
黒
門
出
火
旨
注
進
有
之
処
、
当
月
京
番
控
二
付
致
支
度
」
と
あ
る

よ
う
に
「
京
弓
庭
」
に
あ
た
る
藩
士
が
い
た
。
さ
ら
に
「
郷
組
出
火
二
付
、
御
家
中
之
義
御
座
候
問
、
御
組
頭
中
へ
相
窺
候
、
同
役
、
京
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

当
番
相
残
、
縫
外
火
元
罷
越
及
差
賦
性
」
と
あ
り
、
「
京
番
号
」
あ
る
い
は
「
京
月
番
当
番
」
と
呼
ば
れ
る
部
隊
が
設
け
ら
れ
、
京
都
大
火
の

報
を
受
け
れ
ば
即
座
に
出
動
す
る
態
勢
が
整
え
ら
れ
て
い
た
。
城
下
町
町
人
に
関
し
て
も
、
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
五
月
、
巡
見
使
が
亀
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

を
訪
れ
た
際
に
、
町
人
が
記
し
た
日
記
に
は
、
「
一
、
廿
二
日
御
泊
り
二
線
、
何
千
人
余
茂
人
数
入
申
候
狐
付
、
京
出
火
有
之
賭
事
者
人
足
不

足
二
度
、
御
泊
り
鰹
節
京
出
火
有
之
候
得
者
、
郷
中
之
人
足
百
人
早
速
参
候
様
二
郷
方
6
被
仰
付
置
候
」
と
あ
り
、
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
亀
山
藩
は
万
～
の
京
都
へ
の
出
動
に
備
え
、
担
当
の
藩
士
を
、
町
に
お
い
て
は
人
足
を
常
置
し
て
い
た
。
ま
た
、
年
未
詳
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

「
卯
年
御
物
成
請
払
勘
定
目
録
」
と
い
う
史
料
か
ら
亀
山
藩
藩
財
政
の
様
相
が
分
か
る
。
支
出
項
目
に
、
銀
鱗
〇
貫
七
〇
三
匁
一
分
八
厘
、
米

二
石
三
斗
六
合
八
勺
の
「
京
都
火
消
御
勤
番
不
時
出
火
注
進
之
節
御
入
用
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
火
時
の
城
下
か
ら
の
出
動
経
費
で
あ
り
、

内
訳
は
京
都
ま
で
の
往
来
費
、
京
都
屋
敷
の
維
持
費
等
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
城
下
か
ら
の
出
動
は
、
藩
家
臣
団
は
勿
論
の
こ
と
、
藩
領
民
の
B
常
を
も
規
定
し
て
お
り
、
京
都
火
消
役
は
全
く
藩

政
の
一
部
と
し
て
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
藩
は
い
つ
何
時
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
火
災
の
た
め
に
常
に
京
都
に
目
を
向
け
て
い
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
綾
部
藩
で
は
、
常
火
消
廃
止
後
の
享
保
一
〇
（
一
七
二
五
）
年
、
留
守
居
の
代
り
に
徒
士
格
の
屋
敷
守
が
置

か
れ
、
さ
ら
に
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
、
京
都
屋
敷
は
半
分
売
払
わ
れ
る
。
こ
の
状
況
下
で
重
要
性
を
増
し
て
込
く
の
は
京
都
町
人
が
任
命
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さ
れ
る
藩
の
用
聞
・
用
達
で
あ
り
、
大
火
の
際
は
彼
ら
か
ら
の
注
進
を
受
け
て
、

京
都
消
防
に
関
し
て
大
き
く
二
極
分
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

藩
士
～
人
を
派
遣
す
る
程
度
で
あ
る
。
畿
内
近
国
の
大
名
は
、

60　（224）

第
二
節
　
人
員
規
模
と
構
成

　
本
節
で
は
、
城
下
か
ら
の
出
動
人
員
の
規
模
と
構
成
を
分
析
す
る
。
ま
ず
、
月
番
の
際
は
、
郡
山
藩
で
は
、
「
御
詰
月
詣
節
は
、
半
鐘
手
打

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

二
而
、
三
番
手
之
面
々
、
五
軒
屋
敷
之
内
江
上
揃
可
申
候
」
と
あ
り
、
も
と
も
と
へ
・
二
番
手
を
京
詰
さ
せ
て
い
る
た
め
に
、
三
番
手
を
郡
山

よ
り
出
動
さ
せ
る
。
他
藩
も
一
・
二
番
手
を
京
詰
さ
せ
て
い
た
こ
と
は
先
述
し
た
か
ら
、
【
史
料
4
】
第
一
条
目
は
、
こ
の
三
番
手
出
動
の
規

定
と
考
え
ら
れ
、
二
条
目
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
三
番
手
で
も
対
処
で
き
な
い
大
火
で
あ
れ
ば
、
藩
主
自
身
が
出
馬
し
た
。
次
に
天
明
大
火
時

　
　
　
　
　
⑭

非
番
の
郡
山
藩
は
、
京
留
守
居
か
ら
の
注
進
が
到
着
し
た
た
め
、
「
兼
而
手
合
之
通
、
一
・
二
番
手
御
人
数
、
早
速
差
出
申
候
」
と
　
・
二
番

手
を
郡
山
よ
り
出
動
さ
せ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
鎮
火
で
き
ず
、
再
度
出
動
要
請
が
届
い
た
た
め
、
新
手
の
火
消
部
隊
を
出
動
さ
せ
た
が
、

こ
れ
は
「
三
番
愚
老
人
数
家
老
共
3
1
纏
伏
見
駅
迄
罷
出
候
」
と
あ
る
三
番
手
に
該
当
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
非
番
月
で
あ
れ
ば
、
最
初
の
注

進
で
一
・
二
番
手
を
、
こ
れ
で
鎮
火
し
え
な
い
場
合
は
三
番
手
を
派
遣
し
、
藩
主
在
国
中
で
あ
れ
ば
藩
主
自
身
が
出
馬
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
享
保
一
〇
年
二
月
二
九
日
、
郡
山
藩
は
所
帯
代
牧
野
英
成
に
京
都
大
火
の
際
に
城
下
か
ら
出
動
さ
せ
る
人
員
に
つ
い
て
の
書
付
を
提
出
し
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
番
手
が
騎
馬
一
三
騎
、
惣
人
数
三
一
五
人
、
二
番
手
が
騎
馬
九
騎
、
惣
人
数
二
四
三
人
置
三
番
手
が
騎
馬
一
〇
騎
、
惣
人

数
～
四
三
人
、
合
計
騎
馬
三
二
騎
、
惣
人
数
七
〇
〇
人
骨
で
あ
り
、
さ
ら
に
藩
主
自
身
の
出
馬
が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
に
騎
馬
六
騎
、
惣
人
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

二
九
二
人
が
加
わ
る
。
淀
藩
の
場
合
は
、
一
番
出
は
騎
馬
一
〇
騎
、
惣
人
数
二
〇
四
人
、
二
番
出
は
騎
馬
七
騎
、
惣
人
数
一
八
○
人
、
藩
主
出

馬
の
際
は
騎
馬
一
一
騎
、
惣
人
数
三
〇
三
人
で
あ
り
、
合
計
す
る
と
騎
馬
二
八
騎
、
惣
人
数
六
八
七
人
と
な
る
。
野
壷
の
事
例
か
ら
、
最
大
規

模
な
ら
ば
騎
馬
三
〇
騎
、
惣
人
数
七
〇
〇
人
近
く
が
出
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
他
で
は
、
享
保
大
火
の
際
、
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

端
粛
は
騎
馬
二
〇
騎
を
出
動
さ
せ
て
お
り
、
郡
山
・
淀
藩
の
規
定
の
τ
二
番
手
が
出
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
非
番
時
に
三
番
手
出
動
が
確
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認
で
き
る
の
は
郡
山
藩
だ
け
で
あ
り
、
京
詰
と
同
様
に
他
藩
よ
り
多
数
の
人
員
を
出
動
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
京
都
が
大
火
で
あ
れ
ば
、
京
都
火
消
役
四
藩
、
高
槻
・
篠
山
藩
の
う
ち
当
番
の
藩
か
ら
は
、
騎
馬
｝
○
騎
、
惣
人
数
二
〇

〇
～
三
〇
〇
人
の
三
番
手
、
残
り
五
爵
か
ら
騎
馬
二
〇
騎
、
惣
人
数
四
〇
〇
～
五
〇
〇
人
、
か
ら
な
る
一
・
二
番
手
が
出
動
し
た
。
さ
ら
に
場

合
に
よ
っ
て
は
、
三
番
手
の
出
動
、
藩
主
自
身
の
出
罵
も
あ
り
、
最
大
規
模
な
ら
ば
、
お
お
よ
そ
で
は
あ
る
が
、
騎
馬
三
〇
騎
、
惣
人
数
七
〇

〇
人
近
く
が
各
城
下
か
ら
出
動
し
た
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
藩
が
出
動
し
た
と
す
れ
ば
、
通
常
の
大
火
な
ら
ば
、
騎
馬
一
〇
〇
騎
、
惣
人
数
二

〇
〇
〇
～
二
五
〇
〇
人
近
く
、
最
大
規
模
で
あ
れ
ば
、
騎
馬
一
五
〇
騎
、
惣
人
数
三
五
〇
〇
人
近
く
が
京
都
に
集
結
す
る
体
制
で
あ
っ
た
。

第
三
節
出
動
の
契
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
岩
城
氏
は
、
大
塩
平
八
郎
の
乱
の
際
、
尼
崎
藩
が
藩
独
自
の
判
断
で
出
兵
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
節
で
は
こ
の
指
摘
を
参
考
と
し

つ
つ
、
こ
れ
ま
で
分
析
し
て
き
た
城
下
か
ら
の
京
都
へ
の
出
動
が
何
を
契
機
と
し
て
い
た
か
を
考
察
す
る
。
第
一
が
、
先
述
し
た
天
明
大
火
時

の
郡
山
藩
出
動
の
よ
う
に
京
留
守
居
か
ら
の
注
進
で
出
動
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
注
進
が
京
留
守
居
自
身
の
判
断
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
所

司
代
の
要
請
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
は
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
措
く
こ
と
に
す
る
。
も
う
～
つ
が
、
次
の
史
料
が
述
べ
て
い
る
よ
う
な
場
合
で

あ
る
。

　
　
　
【
史
料
5
】

　
　
　
一
、
禁
裏
又
ハ
ニ
条
御
城
近
辺
二
出
火
候
ハ
・
、
京
都
冷
茂
早
速
可
致
注
進
候
、
於
淀
茂
、
有
之
場
所
与
髄
二
見
候
者
、
京
都
6
御
注
進
無
之
候
而
茂
、

　
　
　
可
被
遊
御
出
馬
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
　
附
、
風
も
無
之
静
成
様
子
二
候
ハ
・
、
可
被
成
御
見
合
事
、

　
右
の
よ
う
に
、
淀
藩
で
は
、
城
下
か
ら
で
も
、
御
所
・
二
条
城
近
辺
が
火
災
で
あ
る
と
確
認
で
き
た
場
合
は
、
た
と
え
京
都
か
ら
注
進
が
な

く
と
も
出
動
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
以
上
の
二
つ
の
場
合
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
享
保
一
五
年
六
月
二
〇
日
の
大
火
の
出
動
状
況
を
見
て
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⑳

み
よ
う
。

　
「
右
出
火
の
節
、
余
炎
諸
方
に
見
え
候
に
付
、
膳
所
よ
り
火
消
加
勢
と
し
て
、
騎
馬
廿
人
夫
数
不
知
、
其
外
高
槻
丹
波
の
国
御
大
名
方
家
中

出
馬
、
語
感
連
続
し
て
入
京
す
」
と
、
炎
が
城
下
に
見
え
た
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
膳
所
藩
が
出
動
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
槻
藩
の
京
都
到
着

が
遅
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
「
永
井
飛
騨
守
（
直
期
）
殿
御
在
所
へ
は
、
大
火
と
見
え
不
申
候
哉
、
京
都
よ
り
注
進
遅
く
候
哉
」
で

あ
っ
た
と
い
う
。
や
は
り
、
高
槻
藩
も
京
都
か
ら
の
注
進
と
と
も
に
、
城
下
か
ら
で
も
大
火
と
判
断
で
き
れ
ば
出
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
亀

山
藩
で
は
、
京
都
へ
の
入
口
に
あ
た
る
老
ノ
坂
に
井
上
久
膳
と
い
う
者
が
い
た
。
彼
は
「
紀
伊
守
6
扶
持
曲
り
帯
刀
い
た
し
京
都
出
火
之
注
進

　
　
　
　
　
⑳

葺
い
た
し
候
爵
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
先
述
し
た
亀
山
藩
の
京
都
へ
の
出
動
に
関
す
る
支
出
項
目
の
内
訳
に
銀
三
〇
六
匁
一
厘
、
米
二
石
三
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

六
合
八
勺
の
「
火
消
御
用
二
付
井
上
久
膳
其
外
被
下
井
諸
色
御
入
用
」
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
彼
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
彼
は
京
都
か
ら
の
注

進
を
引
継
ぐ
役
で
は
な
く
、
老
ノ
坂
か
ら
日
常
的
に
京
都
の
情
勢
を
監
視
し
、
異
変
が
起
き
た
場
合
城
下
に
注
進
す
る
役
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
重
要
な
任
務
で
あ
っ
た
た
め
に
、
扶
持
を
も
ら
い
、
帯
刀
を
許
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
藩
側
の
組
織
も
整
え
ら
れ

て
お
り
、
大
火
で
あ
る
と
確
認
で
き
れ
ば
、
各
藩
は
京
都
か
ら
の
注
進
が
な
く
と
も
、
藩
独
自
の
判
断
で
駈
け
付
け
た
。
火
災
と
い
う
一
刻
を

争
う
事
態
に
対
処
す
る
た
め
に
は
藩
邸
の
独
自
の
判
断
を
不
可
欠
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
引
続
い
て
高
槻
・
淀
藩
を
見
て
み
よ
う
。
高
槻
藩
の

入
京
は
遅
れ
、
所
司
代
か
ら
「
飛
騨
守
殿
上
京
に
候
哉
と
御
尋
」
が
あ
り
、
家
臣
ら
は
追
っ
て
入
京
す
る
と
返
答
し
、
藩
邸
で
待
つ
よ
う
に
指

示
を
受
け
る
。
夜
中
に
な
り
漸
く
藩
主
永
井
直
積
が
到
着
し
た
が
、
家
臣
ら
は
所
司
代
の
指
示
で
藩
主
到
着
ま
で
待
ち
、
消
火
担
当
箇
所
を
受

・
取
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
享
保
大
火
で
は
高
槻
藩
は
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
ず
、
「
家
中
の
面
々
遠
慮
被
仰
付
適
者
多
」
か
っ
た
と
い

う
。
淀
藩
は
京
留
守
居
が
注
進
し
た
が
、
家
老
ら
の
合
議
で
出
馬
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
新
藩
主
が
代
替
わ
り
の
京
都
火

消
役
任
命
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
享
保
九
年
八
月
一
九
日
、
老
中
安
藤
重
行
は
、
前
月
二
四
日
に
郡
山
藩
よ
り
提
出
さ
れ
た
伺
書
に
対
し
て
、
「
京
都
万
一
大
火
之
拙
者
、
松

平
伊
賀
守
（
忠
周
）
へ
被
承
之
、
指
図
次
第
郡
山
6
火
消
人
数
可
意
識
哉
之
由
被
申
聞
候
、
黒
地
火
事
之
節
者
、
所
司
代
江
被
承
合
不
及
候
間
、
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前
々
郡
山
芝
之
通
・
家
来
尊
母
之
・
火
為
防
虫
驚
動
し
と
返
答
し
て
お
似
老
中
よ
り
も
所
司
代
の
要
請
な
し
に
城
下
か
ら
出
動
す
る
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こ
と
を
指
示
さ
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
留
守
居
か
ら
の
注
進
も
所
司
代
か
ら
の
出
動
要
請
で
は
な
く
、
留
守
居
自
身
の
判
断
に
よ
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
享
保
大
火
時
の
各
藩
の
出
動
状
況
と
対
応
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
の
も
、
所
司
代
を
中
心
と
し
た
統
　
的
な
動
員
体
制
が
機

能
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
出
動
が
各
藩
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
引
続
き
、
出
動
後
、
京
都
到
着
ま
で
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
大
火
の
報
を
受
け
て
城
下
か
ら
出
動
す
る
も
の
の
、
そ
の
多
く
が
鎮
火
の
注
進

を
受
け
、
引
き
返
す
こ
と
に
な
る
。
郡
山
藩
は
長
池
宿
、
膳
所
藩
は
日
ノ
岡
ま
で
に
注
進
を
受
け
た
場
合
は
引
き
返
し
、
こ
れ
を
越
え
た
後
に

注
進
を
受
け
た
場
合
は
そ
の
ま
ま
京
都
へ
向
か
う
。
ま
た
、
御
所
・
二
条
城
出
火
の
場
合
は
、
た
と
え
鎮
火
の
注
進
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ

の
ま
ま
京
都
へ
向
か
う
。
到
着
後
、
郡
山
藩
な
ら
ば
菓
福
寺
詣
か
壬
生
屋
敷
で
控
え
、
京
留
守
居
の
案
内
を
受
け
る
。
留
守
居
が
何
ら
か
の
理

由
で
い
な
か
っ
た
場
合
は
、
所
司
代
へ
使
者
を
遣
わ
し
、
そ
の
指
示
を
待
っ
た
。
こ
の
規
定
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
実
際
の
出
動
か
ら
到
着
ま

で
の
過
程
で
注
目
し
た
い
事
例
が
あ
る
。

　
亀
山
藩
は
宝
暦
～
○
（
一
七
六
〇
）
年
一
二
月
九
日
、
二
条
城
城
中
出
火
の
注
進
を
受
け
、
奥
平
与
三
右
衛
門
を
中
心
に
一
・
二
番
手
を
出

　
　
　
⑮

動
さ
せ
た
。
出
動
し
た
部
隊
は
老
ノ
坂
の
手
前
で
あ
る
王
子
村
里
で
鎮
火
の
注
進
を
受
け
た
が
、
出
火
場
所
が
二
条
城
で
あ
る
た
め
、
そ
の
ま

ま
京
都
を
め
ざ
し
た
。
老
ノ
坂
を
越
え
て
樫
原
ま
で
来
た
と
こ
ろ
、
二
度
目
の
注
進
が
留
守
居
羽
城
甚
太
夫
よ
り
届
い
た
。
所
司
代
不
在
の
た

め
、
甚
太
夫
が
町
奉
行
小
林
春
郷
へ
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
「
最
早
致
消
火
候
事
故
、
御
人
数
差
出
者
不
及
候
問
、
引
取
淫
書
御
差
図
」
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
与
三
右
衛
門
は
「
右
之
通
甚
太
夫
6
申
来
候
得
共
、
先
年
御
天
守
炎
上
節
、
松
平
豊
後
守
（
資
訓
）
骨
身
差
図
二
而
、
消
火

二
付
御
人
数
引
取
候
処
、
又
々
跡
御
話
豊
島
付
候
、
此
度
も
又
御
壁
二
黒
も
被
仰
付
候
様
成
義
二
而
ハ
有
之
間
敷
寝
」
と
い
う
危
倶
を
述
べ
、

松
島
幸
太
夫
に
意
見
を
求
め
た
。
松
島
は
留
守
居
で
あ
る
父
親
に
従
い
、
論
詰
し
て
見
習
い
を
経
験
し
て
お
り
、
「
こ
の
時
は
尊
影
二
番
手
纏
奉

行
を
勤
め
て
い
た
。
彼
は
「
伊
予
守
（
小
林
春
郷
）
様
御
湿
駅
前
而
御
引
取
被
成
嘉
事
、
右
御
不
念
二
者
梱
成
不
申
候
得
共
、
御
場
所
柄
之
儀
、

殊
二
、
．
先
年
御
天
守
炎
上
之
節
母
様
成
義
も
有
之
候
得
者
、
最
早
今
少
事
二
候
問
、
京
都
言
書
越
、
尚
又
甚
太
夫
江
被
仰
談
、
再
応
伊
与
守
江
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マ
　
へ

御
影
古
言
候
而
も
痛
苦
間
敷
哉
」
と
、
万
一
に
備
え
て
京
都
へ
向
か
い
、
到
着
後
、
甚
太
夫
を
も
っ
て
再
び
町
奉
行
の
指
示
を
受
け
る
よ
う
返

答
し
て
い
る
。
こ
の
意
見
が
採
用
さ
れ
、
部
隊
は
京
都
へ
到
着
、
朱
雀
で
待
機
す
る
が
、
結
局
は
入
京
せ
ず
に
亀
山
に
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
月
二
四
日
、
「
去
ル
九
日
置
二
條
城
中
出
火
糊
付
、
早
速
駈
着
御
手
配
も
宜
候
段
、
達
御
帝
大
義
二
思
召
候
」
と
、
こ
の
時
の
判
断
が
適

切
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
膳
所
・
淀
・
亀
山
・
郡
山
の
四
藩
、
こ
れ
に
高
槻
・
篠
山
を
加
え
て
よ
い
と
考
え
る
が
、
こ
の
六
野
の
城
下
に
も
京
都
大

火
の
た
め
㊨
火
消
部
隊
が
常
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
合
計
は
六
二
人
員
の
一
〇
～
一
五
倍
近
く
に
の
ぼ
る
。
京
都
が
大
火
で
あ
れ
ば
こ
の
部
隊

が
出
動
し
、
到
着
次
第
所
司
代
の
指
揮
を
受
け
て
消
火
活
動
に
あ
た
る
が
、
そ
の
出
動
か
ら
京
都
到
着
ま
で
は
藩
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
は
将
軍
の
任
命
に
基
づ
い
て
京
都
火
消
役
の
任
務
を
果
た
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

①
前
掲
樋
爪
論
文
、
前
掲
安
国
論
文
五
八
頁
、
前
掲
針
谷
論
文
一
二
七
頁
。

②
「
淀
藩
京
都
火
消
番
記
録
」
。

③
『
淀
領
引
継
文
書
集
』
コ
八
頁
。

④
「
諸
事
火
消
方
覚
」
（
「
高
橋
正
孝
家
文
書
」
）
、
「
京
都
・
南
都
・
大
坂
・
小
泉

　
出
火
申
合
帳
」
（
『
公
儀
勤
方
集
螂
）
、
門
高
槻
藩
掟
書
扁
（
京
都
大
学
文
学
部
図
書
室

　
所
蔵
謄
写
本
）
。

⑤
『
参
勤
交
代
年
表
』
下
二
九
五
頁
。

⑥
『
月
堂
見
聞
集
繭
下
コ
ニ
三
頁
。

⑦
前
掲
安
国
論
文
五
八
頁
。

⑧
「
御
留
守
居
勤
書
」
（
「
松
島
家
文
書
漏
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
）
。

⑨
「
先
使
番
江
被
仰
渡
同
役
申
合
之
覚
扁
（
「
及
川
家
文
書
」
）
。

⑩
「
御
巡
見
迎
送
記
」
（
欄
亀
岡
市
史
㎞
資
料
編
二
）
七
二
五
頁
。

⑪
噸
亀
岡
市
史
㎞
資
料
編
二
、
二
一
五
頁
。

⑫
門
役
所
日
記
抜
轡
扁
（
魍
綾
部
市
筆
洗
史
料
編
）
一
六
七
・
二
六
八
・
三
〇
丁

　
三
七
二
頁
。

⑬
「
京
都
・
南
都
・
大
坂
・
小
泉
出
火
申
合
帳
」
（
『
公
儀
勤
方
響
蜘
）
四
一
頁
。

⑭
　
　
『
参
勤
交
代
年
表
隔
中
；
二
七
頁
。

⑮
「
福
寿
堂
年
録
」
享
保
一
〇
年
二
月
二
九
日
条
。

⑯
『
淀
領
引
継
文
書
集
隔
＝
八
頁
。

⑰
『
月
堂
見
聞
集
㎞
下
；
～
三
頁
。

⑱
前
掲
岩
城
論
文
＝
葦
～
＝
天
頁
。

⑲
「
淀
藩
京
都
火
消
番
記
録
扁
。

⑳
咽
月
堂
見
聞
集
踊
下
＝
二
三
頁
。

⑳
門
鋒
山
藩
主
参
勤
交
代
道
中
記
」
（
『
亀
岡
市
史
』
資
料
編
二
）
七
四
一
頁
。

⑫
注
⑪
。

⑬
　
　
門
福
寿
堂
年
録
」
享
保
九
年
八
月
一
九
日
過
。

⑳
　
　
門
諸
事
火
消
方
覚
」
（
高
橋
正
孝
家
文
書
」
）
、
門
京
都
・
南
都
・
大
坂
・
小
泉
出

　
火
申
合
帳
」
（
『
公
儀
勤
方
集
』
）
。

⑳
　
　
「
御
留
守
居
勤
書
」
（
「
松
島
申
文
轡
」
）
。
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近世京都大名火消の基礎的考察（藤本）

　
岩
城
氏
は
尼
崎
・
岸
和
田
両
藩
が
大
坂
で
火
災
等
異
変
が
発
生
し
た
場
合
に
駈
け
付
け
る
体
制
を
「
大
坂
守
衛
を
任
と
す
る
軍
事
行
動
で
あ

　
①つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
近
世
の
大
名
火
消
が
軍
事
防
衛
に
通
じ
る
こ
と
は
予
想
で
き
、
ま
た
本
稿
の
分
析
か
ら
京
都
大
名
火
消
は
軍
役
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
行
論
中
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
京
都
火
消
役
は
御
所
・
二
条
城
火
災
時
に
は
そ
の
ま
ま
警
固
に
あ
た
っ
て
お
り
、

大
名
火
消
の
消
防
活
動
と
御
所
・
二
条
城
防
衛
、
お
よ
び
周
辺
の
治
安
維
持
は
密
接
に
関
連
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
結
論
を

急
が
ず
に
、
史
料
に
即
し
て
京
都
大
名
火
消
の
性
格
付
け
を
行
な
っ
て
お
く
。
ま
ず
、
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
作
成
の
「
官
中
秘
策
」
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
門
史
料
6
M

　
　
　
、
火
消
淀
繁
高
槻
繁
講
護

　
　
　
　
膳
所
城
主
　
亀
山
城
主

　
　
　
右
四
人
二
人
目
・
組
合
、
参
府
帰
城
被
雲
斎
、
右
帰
城
之
二
人
参
隔
月
京
都
屋
敷
へ
家
来
斗
り
差
出
置
、
尤
大
火
之
時
切
自
身
も
出
馬
、
是
出
火
斗
り

　
　
　
二
あ
ら
す
、
禁
裏
守
護
の
た
め
の
由
、
依
之
武
具
幕
弓
鉄
砲
長
柄
等
用
意
有
之
、
入
悪
者
高
十
万
石
以
上
著
十
騎
、
足
軽
六
十
人
余
、
七
八
万
石
者
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
　
軽
五
十
人
、
何
れ
も
中
問
者
准
之

「
出
火
執
り
二
あ
ら
す
、
禁
裏
守
護
の
た
め
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
実
態
を
見
て
み
よ
う
。
淀
・
郡
山
藩
は
京
都
藩
邸
に
弓
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

鉄
砲
、
長
柄
な
ど
の
武
器
を
常
置
し
、
ま
た
武
器
を
藩
邸
に
送
り
補
充
し
て
い
る
。
ま
た
、
郡
山
藩
の
武
具
奉
行
の
職
務
規
定
で
は
、
「
出
火

之
節
者
申
合
密
通
、
早
速
伏
見
江
罷
越
、
御
武
器
御
土
蔵
6
差
出
シ
、
御
幸
之
宮
前
江
揃
置
、
持
人
群
者
江
相
渡
」
と
あ
り
、
ま
た
、
「
御
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

壁
心
人
、
伏
見
こ
而
御
雇
、
御
幸
之
宮
前
江
出
候
様
、
兼
而
申
付
置
候
事
」
と
郡
山
藩
に
と
っ
て
伏
見
は
武
装
準
備
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
藩
邸

に
も
当
然
武
器
は
存
在
し
た
が
、
本
格
的
な
戦
闘
に
耐
え
う
る
武
器
は
伏
見
に
揃
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
京
都
に
つ
い
て
は
、
軍
事
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⑥

的
要
素
を
排
除
し
た
都
市
で
あ
る
こ
と
は
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
点
に
も
如
実
に
そ
の
性
格
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
八
月
二
六
日
二
条
城
焼
失
の
際
に
は
、
郡
山
藩
主
自
身
が
出
馬
す
る
が
、
伏
見
で
鎮
火
の
報
を
受
け
所
司
代
か
ら
、

「
途
申
ま
て
御
出
懸
の
事
、
御
上
京
関
東
御
機
嫌
御
津
ひ
然
る
へ
き
旨
」
と
い
う
指
示
を
受
け
、
藩
主
は
「
武
器
等
途
中
よ
り
返
し
、
平
日
の

供
廻
り
に
て
」
所
司
代
に
対
面
し
た
。
ま
た
、
城
下
か
ら
の
出
動
は
月
番
老
中
に
報
告
す
る
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
「
京
都
出
火
御
出
馬
二
而

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

御
領
分
を
御
越
候
得
者
」
と
い
う
文
言
か
ら
は
、
こ
の
出
動
が
軍
事
行
動
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
た
め
、
京
都
火
消
役
の
入

京
に
も
大
き
な
制
限
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
大
名
火
消
の
性
格
は
幕
末
期
に
明
確
な
形
で
現
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
段
階
で
は
、
京
都
火
消
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
京
都
防
衛
の
主
力
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
実
際
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
大
坂
来
航
時
に
は
京
都
防
衛
に
あ
た
っ
た
。
し
か
し
、
全
国
の
有

力
大
名
の
藩
兵
が
上
洛
し
始
め
た
段
階
で
は
、
も
は
や
旧
態
た
る
軍
隊
と
兵
器
し
か
持
た
な
い
～
○
万
石
前
後
の
譜
代
藩
で
は
到
底
太
刀
打
ち

で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
幕
府
は
、
文
久
二
（
一
八
六
一
一
）
年
京
都
守
護
職
設
置
を
皮
切
り
と
し
て
ほ
と
ん
ど
無
防
備
に
近
か
っ
た
京
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
防
衛
に
本
腰
を
入
れ
る
に
伴
い
、
畿
内
近
国
の
譜
代
藩
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
大
名
火
消
は
そ
の
役
割
を
後
退
さ
せ
て
い
く
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
京
都
大
名
火
消
は
、
火
消
を
主
要
な
任
務
と
し
つ
つ
、
そ
の
他
非
常
事
態
・
有
事
を
想
定
し
た
京
都
、
特
に
禁
裏
の
軍
事

防
衛
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
た
。
享
保
七
（
～
七
二
二
）
年
成
立
の
京
都
火
消
役
を
定
義
す
れ
ば
、
将
軍
の
任
命
に
よ
り
、
京
都
周
辺
の
譜

代
藩
で
あ
る
、
膳
所
・
淀
・
亀
山
・
郡
山
警
語
の
内
在
国
二
曹
が
、
半
年
間
月
番
交
代
で
思
詰
当
番
を
勤
め
る
と
と
も
に
、
四
藩
に
高
槻
・
篠

山
藩
を
加
え
た
六
藩
が
、
日
常
的
に
周
辺
か
ら
京
都
を
防
衛
す
る
軍
役
体
制
で
あ
っ
た
、
と
い
え
る
。
「
郡
山
の
城
主
は
京
都
の
守
衛
た
る
の

　
　
⑪

と
こ
ろ
」
と
は
、
具
体
的
に
は
本
制
度
を
指
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
本
稿
が
明
ら
か
に
し
た
点
を
、
「
は
じ
め
に
」
で

述
べ
た
二
つ
の
課
題
に
関
連
さ
せ
つ
つ
、
研
究
史
上
に
位
置
付
け
て
お
く
。

　
①
三
都
の
一
つ
で
あ
る
京
都
は
、
江
戸
・
大
坂
に
比
べ
て
極
端
に
軍
事
的
色
彩
が
薄
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
江
戸
は
、
直
轄
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
に
加
え
て
参
勤
に
よ
る
大
名
が
集
結
し
、
「
最
大
の
兵
営
地
」
、
あ
る
い
は
「
首
都
」
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
大
坂
は
「
西
国
支
配
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⑭

　
の
軍
事
的
拠
点
」
で
あ
り
、
定
番
・
在
番
・
加
番
が
置
か
れ
る
と
と
も
に
、
岩
城
氏
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
岸
和
田
・
尼
崎
藩
の
軍
事

　
力
が
あ
っ
た
。
江
戸
、
大
坂
に
対
し
て
、
京
都
に
つ
い
て
は
鎌
田
道
隆
氏
が
、
朝
廷
と
の
関
係
か
ら
軍
事
力
の
京
都
配
備
は
極
力
避
け
ら

　
れ
て
い
た
こ
と
、
大
名
の
参
勤
交
代
時
の
通
行
さ
え
京
都
を
避
け
る
慣
行
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
「
非
軍
事
的
都
市
」
と
評
価

　
　
⑮

　
し
た
。
ま
た
藤
井
氏
は
、
朝
廷
と
の
関
係
か
ら
二
条
在
番
、
禁
裏
附
と
い
う
直
轄
軍
が
京
都
防
衛
を
掲
い
、
大
名
の
軍
事
力
を
排
除
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
本
稿
の
分
析
か
ら
、
幕
府
は
直
轄
の
常
置
軍
に
加
え
て
周
辺
の
譜
代
藩
の
軍
事
力
に
よ
っ
て
防
衛
す
る
体

　
制
を
敷
い
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
安
岡
氏
の
非
領
国
論
以
来
、
当
該
地
域
に
存
在
す
る
大
名
領
に
つ
い
て
は
、
町
奉
行
所
に
よ
る
広

　
域
支
配
下
で
、
そ
の
領
主
権
の
脆
弱
さ
、
不
完
全
さ
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
視
点
を
逆
に
し
て
み
れ
ば
、
三
都
の
一
つ
で
あ
る

　
京
都
の
防
衛
は
、
享
保
七
年
以
前
は
譜
代
藩
の
み
な
ら
ず
外
様
藩
の
軍
事
力
、
以
降
は
譜
代
藩
の
軍
事
力
と
そ
の
判
断
に
基
づ
く
軍
事
行

　
動
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

②
当
該
地
域
に
お
け
る
元
禄
⊥
畢
保
期
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
行
研
究
で
大
枠
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
民
政
面
に
お
け
る

勘
定
所
に
よ
る
轟
化
の
進
胸
と
約
面
し
う
る
が
・
軍
政
面
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
が
指
摘
で
き
る
・
す
な
わ
ち
・
上
方
の
軍
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
防
衛
の
直
轄
化
で
あ
り
、
近
世
前
期
の
軍
政
面
に
お
け
る
相
対
的
独
自
性
が
大
き
く
解
体
さ
れ
、
将
軍
・
老
中
を
頂
点
と
す
る
幕
藩
制
國

　
家
の
軍
事
力
配
備
の
　
環
と
し
て
制
度
と
し
て
確
立
し
た
と
評
価
で
き
よ
う
。

①
前
掲
嵩
城
論
文
コ
西
霞
。

②
　

「
官
中
秘
策
」
（
噸
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
曲
輪
六
、
一
九
八
一
）
九
九
七
頁
、

　
『
徳
川
禁
令
考
』
　
一
九
八
一
二
。

③
「
淀
藩
京
都
火
消
番
記
録
」
、
門
京
都
古
格
書
抜
」
（
『
公
儀
田
方
集
徳
）
六
八
頁
。

④
「
福
寿
堂
年
録
」
享
保
一
〇
年
一
〇
月
　
日
章
。

⑤
「
京
都
・
南
都
・
大
坂
・
小
泉
出
火
申
合
帳
」
（
魍
公
儀
書
方
集
』
）
三
八
頁
。

⑥
鎌
霞
道
隆
「
幕
末
京
都
の
政
治
都
市
化
」
（
隅
京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
要
隔
｝
○
、

　
～
九
九
二
）
五
四
一
頁
。

⑦
「
遡
蘭
台
年
録
」
寛
延
三
年
八
月
二
六
臼
条
。

⑧
『
淀
領
引
継
文
香
画
幅
＝
八
頁
、
笙
　
雨
注
⑫
。

⑨
前
掲
鎌
田
論
文
五
四
〇
頁
、
『
京
都
の
歴
史
触
七
（
京
都
市
史
編
纂
所
、

　
七
九
）
四
九
頁
。

⑩
　
前
掲
鎌
田
論
文
、
『
京
都
の
歴
史
』
七
。

⑪
『
寛
政
講
修
諸
家
譜
睡
本
多
忠
村
。

⑫
前
掲
藤
井
論
文
＝
三
頁
。

⑬
前
掲
針
谷
論
文
。

～
九
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⑭
　
箭
掲
藤
井
論
文
＝
一
二
頁
。

⑮
前
掲
鎌
田
論
文
五
四
一
頁
。

⑯
前
掲
藤
井
論
文
｝
二
四
頁
。

⑰
鎌
購
遵
正
目
京
花
の
田
企
晶
（
糊
記
録
都
市
生
活
史
蝕
八
、
柳
原
書
店
、
一
九

　
七
七
）
、
前
掲
村
田
論
文
。

⑱
鎌
田
道
隆
『
近
世
都
市
・
京
都
』
（
咽
季
刊
論
叢
日
本
文
化
二
四
、
角
川
書
店
、

　
一
九
七
六
）
、
な
お
、
嵐
読
点
に
京
都
以
外
の
直
轄
都
市
の
防
衛
に
つ
い
て
も
制

　
度
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
所
司
代
・
城
代
を
中
核
と
す
る
上
方
の
軍
事
体
制
の

　
全
体
像
と
そ
の
直
轄
化
の
具
体
的
な
様
相
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〔
付
記
〕
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
史
料
の
閲
覧
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
津
市

歴
史
博
物
館
、
京
都
大
学
文
学
部
図
書
室
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
、
滋
賀
県
立

図
書
館
、
柳
沢
文
庫
の
み
な
さ
ま
に
、
ま
こ
と
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
は
こ
〇
〇
三
年
　
月
に
京
都
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
に
提
出
し
た
修
士
論
文
、
同
年
四
月
分
日
本
史
研
究
会
近
世
史
部
会

で
の
報
告
を
も
と
に
作
成
し
ま
し
た
。
指
導
教
官
の
藤
井
譲
治
先
生
、
日
本
史
研

究
会
の
委
員
の
み
な
さ
ま
や
当
日
ご
参
繍
の
み
な
さ
ま
に
は
貴
重
な
ご
意
見
・
ご

教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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of　Emperor　Saga，　who　clearly　relinquished　sovereignty．

　　Reftec£ing　this　change　in　the　emperor’s　sovereignty，　a　clear　distinction　was

made　from　the　ninth　century　onward　in　the　ritual　protocol　of　imperial　succession

between　abdication　or　imperial　funerary　rites　on　the　one　hand　and　the　accession　to

the　throne　on　the　other，　and　the　moment　that　one　became　an　emperor　and　a

vacancy　on　the　throne　lost　their　original　meanings　within　the　original　ritsuryo　sys－

tem．　They　came　to　be　valued　as　merely　formalized，　ritual　protocol．

A　Basic　Analysis　of　Kyoto　Daimyo　Hikeshi　in　the　Edo　Period

by

FuJIMoTo　Hitofumi

　　In　this　study　1　have　attempted　to　clarify　the　role　of　the　Kyoto　Daimyo　Hikesbi

京都大名火消（艶udal　lords　charged　with　suppressing　fr　es　in　Kyoto），　especiaRy

the　Kyoto｝likeshi　Yaku京都火消役after　the　seventh　year　of　Kyoho享保（1722），

when　four　domains　closely封nked　to　the　Shogunate譜代藩，　the　Zeze膳所，

Kameyama亀山，　Yodo淀，　and　Koriyama郡山，　were　charged　with　this　duty．

Although　previous　studies　have　c｝arified　its　role　in　part，　much　remains　to　be　eluci－

dated．　Through　this　analysis，　1　have　both　clarified　the　consciousness　of　the　daimyo

of　the　Kinai　region　and　nearby　prov加ces畿内近国toward　thek　role　and　the

establishment　of　this　system　as　a　part　of　this　attitude，　and　have　seen　it　as　one

aspect　characteristic　of　the　systematic　reformation　of　the　goveinment　system　in

the　Kamigata上方area　during　the　period　from　the　Genroku元禄to　the　Kyoho

era．

　　In　sections　1　and　II，　1　have　focused　on　the　relationship　between　the　Hikeshi

yaku　and　the　ShogUn将軍and　R（加老中and　cla㎡ied　the　place　of　this　system

wi£hin　theδ魏襯伽翅sθ∫幕藩体制，　the　system　of　rule　by　the　Shogun　and　feudal

domains．　First，　powers　of　appointment　and　exemption　were　exercised　thi’ough

rOju　hosho老中奉書or卿’％肋ん爵鴻θ老中書付，　a　document　which　conveyed　the

wl11　of　the　Shogun，　who　controHed　this　authority．　Furthermore，　two　of　the　four

domains　that　served　as　Kyoto　Hil〈eshi　yaku　were　also　paired　for　service　in　the

s伽ん勿肋勧参勤交代by　r（加hosho．　Atthe　same　time，　other　matters　in　the　sys－

tem　beyond　appointments　and　dismissals　and　the　sanl血1くokai　were　the　exclusive

jurisdiction　of　the　Roju．
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　　In　section　lll，　I　have　desc践bed　concretely　the　activities　of　the　Tsukiban月：番，

（those　charged　on　a　monthly　basis）．　First，　their　duty　was　to　defend　the　palace，

Gosho御所，　and　Nijo　Castle二条城，　and　two　to　three　hundred　men　were

assigned　to　the　tasl〈．　Domains　served　one－month　terrns　alternately　during　a　six－

month　tour　of　duty．　lf　a　domain　could　not　serve，　another　domain　would　serve　on　a

宅emporary　basis．　The　Takatsuki高槻and　Sasayama篠山domains　were　added　as

al£ernates　to　the　system　in　the　Kyoho　and　the　Anei安7」くpehod　respectively，

　　In　section　4，　1　have　described　the　relationship　of　the　Hikeshi　yal〈u　to　the　othces

of　Kyoto　Shoshidai京都所司代，　Kyoto　Machi　Bugyo京都町奉行，　Ka血gata　Met－

suke上方目付，　and　K加：i亀suld禁裏附．　The　Shoshidai　had　the　highest－level　of・re－

sponsibMty，　but　the　Machi　Bugyo　and　Kiiirituki　also　had　the　right　to　command　the

Hil〈eshi　yaku．　It　was　the　Kyoto　RusUi京者β留守居that　served　as　a　co㎜ecting

point，　conveying　the　intentions　of　these　Bakufu幕府oMcials　to　the　domains　but

also　holding　meetings　to　express　the　domains’　wishes　£o　the　Shoshidai，　and　it　also

took　on　the　burden　of　systematizing　this　role．

　　In　secton　5，　I　have　described　how　fh2e　fighters　would　go　out　from　theh：Joka城

下s£ation　when　a　big倣e　occuエred　in　Kyoto．　They　would　ge　into　action　from　Joka

whether　it　was　their　duty　month　or　not　if　a　big　fu’e　had　arisen．　For　this　yeason，　in

addition　to　the　retainers　of　the　domain，　the　general　populace　of　the　domain　had　to

pay　attention　to　1〈yoto　at　all　times．　ln　the　largest　cases，　30　horsemen　and　700

people　weye　mobilized　from　each　domain，　so　that　approximately　150　horsemen　and

3500　people　assembled　in　Kyoto　under　the　system．　Moreover，　this　mobilization

was　determined　by　the　judgment　of　domains　themselves　because　the　system　was

based　oR　the　appointment　power　of　the　Shogun．

　　The　chief　duty　of　the　Kyoto　Dairnyo　Hikeshi，　which　was　systematically　orga－

nized　in　the　aforementioned　marmer，　was　to　fight　fu’es，　but　it　was　also　a　military

organization　that　operated　in　emergencies，　which　often　included　military　tensions．

It　has　been　a　common　claim　that　the　size　of　penmanent　rr｝ilitary　foyces　stationed　in

Kyoto　was　extremely　small，　and　the　capital　has　been　cailed　a　“demilitarized　city，”

but　this　situation　was　a　result　of　the　fact　that　a　system　to　defend　Kyoto　by　nearby

domains　that　were　closely　associated　with　the　Shogunate　had　been　instituted．

Furthermore，　it　can　be　seen　that　direct　control　and　systematization　of　the　military

administration　of　the　Kamigata　region　by　the　Shogunate　progressed　in　the　period

from　the　Gerllroku　through　the　Kyoho　era，　so　the　relative　autonomy　of　the　military

admnistration　in　the　early　Edo　pexiod　was　greatly　diminished　and　the　system　was

incorporated　as　a　part　of　the　disposition　of　f6rces　of　the　bakuhansei　kokka幕藩1缶日

野家，anation　state　ruled　by　in　the　bakuhan　taisei、
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